
本報告書は、地球にやさしい植物油インキと
管理された森林からのパルプを原材料に含む
紙を使用しています。
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編 集 方 針　

　久光製薬は、経営理念と企業使命の実現を目指して事業を推進するなかで、さまざまなＣＳＲ活動に
取り組んでいます。本報告書は、その取り組みについて多くのステークホルダーの皆さまにわかりや
すくお伝えし、理解を深めていただくことを目的とするものです。
　当社のＣＳＲの取り組みについて、大きく４つの領域に編成しご報告いたします。

　　「お客さまとのかかわり」　「社会とのかかわり」　「従業員とのかかわり」　「環境とのかかわり」

　今回の特集1「グローバルCSR」では、中国におけるの企業活動について課題と取り組みを掲載してい
ます。また、特集2では、東京2020組織委員会に出向している社員とのダイアログを報告しています。
　さらに当社をご理解いただくために、「コーポレート・ガバナンス」「経済とのかかわり」に関する情報も
開示しています。

　今後の報告書をますます充実していくために、是非皆さまのご意見をお聞かせくださいますようお願
い申し上げます。
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中期経営方針の取り組み

　久光製薬は1847年の創業以来、当社が掲げる
「世界の人々のQOL向上を目指す」という経営理念の
もと、「貼付剤による治療文化を世界へ」という企業
使命の実現に向けて取り組んでいます。
　2019年5月には、ユーロモニター社の調査により、
サロンパス®が3年連続で販売シェア世界No.1ブラン
ドに認定されましたが、世界一の企業として果たすべ
き責任を痛感しています。
　多くの人々が「心の豊かさ」や「幸福感」を実感できる
製品・サービスの提供、従業員の雇用環境の整備、サプ
ライチェーンにおけるESG観点でのより強い関係構築
など、もう一段の高みを目指して、あらゆる側面から追

求していきます。
　2017年に発表した「第6期中期経営方針」でのESG
の推進は、着実な進展を図っていますが、更なるスピー
ドアップが必要と考えています。
　国内での取り組みでは、商品群における環境面での
配慮、労働安全に関するISOの取得など、重要な側面にお
ける取り組みが進んでいます。Noven社においても、包
括的に品質・業務プロセスの改善プログラムに取り組み
ました。今後は、統合的なESG推進を実施するため、組
織体制の整備や基盤情報の精査を進めてまいります。
　これらにより、各国・地域における制度や文化を含め
た、さまざまなESG課題を統合的に検討し、重要な課題
に対し、着実に取り組みを進めていくことが可能になる
と考えています。

ごあいさつ
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環境・社会面の価値向上を目指して

　環境面での重要な課題である気候変動については、
TCFD＊など自主的な取り組みの段階から、制度を踏ま
えた義務的な取り組み段階へと移行が始まっていま
す。久光製薬においても各国の生産拠点を中心に、
環境負荷の低減を進めてきましたが、長期的な視点に
基づき、抜本的な変革も踏まえた更なる取り組みの方
向性についても併せて検討しています。地球温暖化を
はじめとする気候変動については、事業経営において
も重要な影響を持った事案として戦略性を持った計画
が必要であると考えています。
　また、昨今問題となっているプラスチックが環境に
与える影響についても、企業として考えるべき課題で
あると認識しています。商品を製造する側として、環境
負荷を低減するべくプラスチックを効率的に使用した
商品の開発や、より環境負荷の少ない代替品の使用を
模索するなど、あらゆる段階で見直しを図ることで環境
課題の解決に取り組んでまいります。
　社会面においては、品質や安全、人権、雇用、地域社
会との関係など多くの考慮すべき側面があり、ESG推
進の観点からも、より適切なマネジメントを進める必要
があると考えています。
　設立から12年目を迎えた「久光製薬株式会社ほっ
とハート倶楽部」 では、2018年度は55団体の支援を
行い、社会課題解決に取り組む諸団体の活動の一助と
なっています。
　雇用関連についても、女性の活躍推進など国の政策
とも関連した施策を進めています。
　社会面での重要なポイントとして、国連が提唱
する「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 
Development Goals）」についても、社内の様々な取
り組みとの関連性をしっかりと検証し、社会への影響を
確実に高めるよう、取り組みを行っています。

東京2020オリンピック・パラリンピックを契機に

　2018年2月には、東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会（以下、東京2020大会）オフィシャル
パートナー（外用鎮痛消炎剤）となりました。東京2020
大会に関わることで、あらためて、グローバルな視点で
の社会の変化に対応しています。
　常にお客さまをはじめとする多くのステークホル
ダーの声を取り入れ、的確に製品の開発・改良、サービ

スの向上、そして、事業運営に活かすよう努めてきまし
たが、世界中の人々が関わる東京2020大会において、
ステークホルダーの多様性や持続可能性に配慮した
調達・運営などに関するより広い視点に立脚した方針、
人権に対する基本的な意識、気候変動など世界的な 
課題に対する姿勢は、久光製薬の活動を見直す契機に
もなっています。
　久光製薬の「貼るを、未来へ。」という、東京2020
大会でのステートメントは、ステークホルダーに対する
自らの姿勢表明というだけでなく、久光製薬に関わる
一人ひとりが、自身の取り組みを未来志向で改善する
という決意の表れでもあります。

　当社のCSR報告書は、久光製薬グループのCSR推
進について、ステークホルダーの皆さまに評価いただ
きながら、活動を進化させるためのコミュニケーション
ツールです。
　継続して報告している海外での取り組みは、今回は
今後の成長も期待される中国での活動を紹介してい
ます。
　久光製薬グループは、社会から必要とされる企業で
あり続けるために、事業を通じて持続可能な社会の発
展に貢献してまいります。報告書の内容で不明確な点
や当社への期待などございましたら、ご意見やご要望
等お寄せください。更なる内容の充実につなげてまい
ります。

代表取締役会長

代表取締役社長

中 冨  博

中 冨  一 榮
＊気候変動関連財務情報開示タスクフォース（The FSB Task 
Force on Climate-related Financial Disclosures）
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 CSRの考え方

　久光製薬は、お客さま、地域社会の皆さま、株主・投資家の皆さま、従業員など多くの方々に支えられ、事業活動を
展開しています。こうした皆さまの信頼こそが、当社が企業としての使命を果たし、持続的に成長を遂げていくための
大切な基盤です。また、事業活動の継続には、自然環境の保全とそこから得られる生態系サービス※の維持も重要で
あると考えています。
　久光製薬は、より豊かな社会の発展と地球環境保全のために、国内外の多様なステークホルダーを尊重し、当社に
求められる責任と社会貢献に真摯に向き合い、誠意をもって活動してまいります。
※生態系サービス：生態系から提供される原材料や食料、洪水調節機能やレクリエーション機能など

久光企業憲章
（コンプライアンス）

経営理念

「世界の人々のQOL向上を目指す」
Delivering a Better QOL to the World

「サロンパシィ®」
～貼付剤による治療文化を世界へ～

「お客様第一主義」

Promoting Patch Treatment Culture Worldwide

1.顧客（お客様）創造を常に求める
2.重点主義に徹する
3.お客様の要求に合せ当社を創造する

企業使命

基本方針

創業の精神
「無形の貯蓄」＊

　無形の貯蓄：�久光製薬の「創業の精神」と位置づけ、企業価値は企業の考え方とそれに基づく行動に
対する信頼であり、高い倫理観を持って歩みを続けていけば大きな支持と信頼を得るこ
とができるという考え

*

久光製薬のCSR

　1907年の「朝日万金膏R」発売以来、「サロンパスR」に代表される経皮鎮痛消炎剤は、「貼る」ことで痛みやこり
を治療する医薬品として、多くのお客さまにご愛用いただいています。
　私たちは、「サロンパシィR」（SalonpathyR）という言葉に、もっと多くのお客さまに「貼って手当てすることの
良さをお伝えしたい」「貼って手当てすることに驚きと、安らぎと、感動があることをお伝えしたい」との願いを託し、
世界に誇るTDDS（経皮薬物送達システム）に基づく貼付剤の創薬・育薬と製剤技術の向上に努めてまいりました。
　これからも「世界の人々のQOL（クオリティ・オブ・ライフ：生活の質）向上を目指す」を私たちの経営理念とし、

「貼付剤による治療文化を世界へ」広げることを企業使命と定め、事業を積極的に展開してまいります。

経営理念と企業使命
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 ステークホルダー

　久光製薬は、企業市民としての責任のみならず、医薬品にかかわる事業を行う組織として、大きな社会的責任を
担っています。
　医療関係者や薬事行政当局とのかかわりでは、単なるコミュニケーションにとどまらない特段の配慮と責任が生じ
ます。商品やサービスをご利用いただくお客さまは、消費者であると同時に患者さんであることから、信頼が得られ
る十分な配慮と良好な関係が必要になります。さらに、社会基盤である地域社会や国際社会、自然環境に対しては、
企業市民としての社会的責任が生じます。
　久光製薬は、このようなさまざまな関係性と責任を認識し、安心してお使いいただける医薬品の提供を通じて世界
の人々の健康を願い、誰もが毎日を安心・安全に暮らせる社会の実現に努めてまいります。

●多様なステークホルダーとの関係

お 客 さ ま 商品・サービスをご利用いただくお客さまは、消費者というだけではなく患者さんとしての側面も持って
おり、信頼が得られる十分な配慮と良好な関係が必要と考えています。

お 取 引 先
医薬品の製造は、国内外から原材料を安定的に調達し高い品質を保つことが重要です。
生産現場における環境への配慮や労働者の管理など多様な社会的要請に応えられるようお取引先との
信頼関係を構築していきます。

従 業 員
従業員は重要なステークホルダーです。さまざまな能力や役割を持った多様な人材を活かして事業活動
を行う必要があります。そのためには、雇用にかかわる課題や教育・啓発、福利厚生、さらには従業員の
生活基盤にまで配慮したマネジメントが必要と考えています。

株 主 ・
投 資 家

当社は国内の株式市場に上場し、多くの株主・投資家の皆さまと関係を持っています。適正な利益配分
と透明性のある経営に努めることを最低限の義務とし、適正かつタイムリーな情報開示によって、当社
の経営および事業活動をご理解いただけるよう努めてまいります。

地 域 社 会
当社は国内外の多くの拠点で事業活動を行っています。事業を行う地域の住民の皆さまと良好な関係
を保つこと、地域社会の一員として当該地域の発展に努めることなど積極的に取り組む必要があると考
えています。

環 境
すべてのステークホルダーにとって生存の前提となるのが地球環境です。生活環境や資源、エネルギー
など地球環境への配慮は最低限の義務であり、将来社会に対する責任でもあります。多様な生態系が
担保された地球環境を守り、必要な場合は復元に努めることが大切であると考えています。

 ステークホルダー・エンゲージメント

　鳥栖工場見学で来社された福岡大学薬学部の学生さんと研究
開発本部研究員とのダイアログを行いました。
　当社商品の特長、TDDSのメカニズム、研究開発プロセスなど
薬学部ならではのご質問やご意見をいただきました。若い世代に
期待される企業を目指すには、これらの意見を商品開発に活かし
ていく必要があります。
　また、産学連携は、大学および地域の活性化と当社の発展に
大いに寄与するものであり、今後もこのようなエンゲージメント
を通じて久光製薬の透明性を高めていくとともに、新たな価値
創造につなげていきます。

鳥栖工場見学およびダイアログの様子
（福岡大学薬学部：2018年9月）
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 久光製薬グループのESG推進

　ESGの推進は、経営理念の実現に向けた基盤として重要な取り組みとなります。環境、社会、企業統治それぞれで取
り組むべき内容は、「業務効率化」「人材育成の強化」とも密接にかかわる事項です。「主に追求する項目」として掲げて
いる内容は、企業評価における非財務側面として近年重視されている内容を踏まえ掲げています。
　「今後の検討事項」については、これまでのCSR活動を検証し中期経営方針を実現するために早急に整備すべき項目
として掲げました。
　2018年度には、個別の検討事項について精査を行いました。それぞれで明らかとなった課題に対しては、主管部門
が改善策を検討しています。また、それらの課題を統合的に確実性をもって改善を図るため、グループとしてのESG推
進体制構築に着手しています。

Social
（社会）

Governance
（企業統治）

Environment
（環境）

【主に追求する項目】

•省資源
•省エネルギー
•廃棄物削減

•環境保護に基づいた調達
•環境に優しい貼付剤づくり

•働き方改革
•人権の尊重
•女性の活躍

•ステークホルダーとの関係性強化
•社会ニーズを満たす貼付剤づくり

•企業統治の形態や手法の模索
•各種委員会設置の検討と実現
•役員の学習機会の増加

•独立役員や社外役員の役割
•リスクマネジメントの整備

【今後の検討事項】
久
光
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■ 環境管理・労働安全衛生の統合（EHS※）
　久光製薬は、環境保全、労働安全衛生、保安防災を総合的に推進していくため、既に認証を受けている環境マネジメ
ントシステムISO14001と労働安全衛生に関するマネジメントシステムISO45001の統合認証(2019年12月予定)を
目指し、EHSマネジメントシステムを構築していきます。当社は、環境と労働安全衛生を管理するために、それぞれ環境
管理委員会および安全衛生委員会を設置しています。これらの委員会を統括管理するため、統括EHS管理責任者を
設置しています。
　定期的に委員会を開催し中期目標設定および実績報告、リスクと機会の抽出、マネジメントシステムの運用等に
ついて協議しEHSの効率的な運用に努めています。
※EHS：Environment, Health and Safety（環境ならびに安全衛生）

●EHSマネジメント体制

安全衛生委員会

統括安全衛生管掌

安全衛生委員長

安全部会 衛生部会

事務局 事務局安全管理者 衛生管理者

事務局総括安全衛生管理者
産業医

安全部会部会長
安全部会副部会長

安全部会委員

衛生部会部会長
衛生部会副部会長

衛生部会委員

指 

導

　　   の範囲については、ISO14001の
認証範囲となっています。

九州本社部門 1課部門

2課部門

管理部門

工場部門

3課部門

製剤部門

4課部門

鳥栖工場

環境管理部門

物流管理部門

鳥栖研究所部門

宇都宮工場

統括EHS管理責任者

担当取締役

環境管理委員会

指 導

　　   の範囲については、ISO14001の
認証範囲となっています。
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環境管理委員会

東京本社

筑波研究所

支店営業所
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取締役、監査役および執行役員
コンプライアンス
人権
リスクマネジメント体制
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 コーポレート・ガバナンス体制

　当社は、透明・公正かつ迅速・果断な意思決定を行う
ための仕組みとして、コーポレート・ガバナンスの充実を
重要な課題として位置づけています。
　当社は監査役設置会社の形態をとっており、取締役
12名（うち、社外取締役2名）と監査役4名（うち、社外
監査役2名）がそれぞれ取締役会、監査役会を構成して
います。
　取締役会はそれぞれの能力や経験、見識の多様性を
考慮して構成されており、取締役の経営責任をより明確
にし、経営環境の変化に対応できる経営体制を構築す
るために、任期を1年としています。
　経営における意思決定は、必要に応じ主要な取締役・
執行役員等から構成される経営諮問会議での討議を踏

まえて行われ、特に重要な事項は取締役会において審
議、決定します。さらに、経営判断の迅速化、透明性、戦
略性の向上を目的とした執行役員制度を導入していま
す。
　また、取締役会の諮問機関として、半数を独立社外
取締役とする「指名・報酬委員会」を設置し、経営の透明
性・客観性の向上に努めています。
　監査役制度については、4名の監査役のうち半数の2
名を社外監査役とし、より公正な監査が実施できる体制
をとっています。監査役は取締役会に出席するほか、定
期的に監査役会を開催しています。さらに、内部監査室
や会計監査人と連携して監査を行い、経営における監
査機能を高めています。

株 主 総 会

代表取締役

各事業部門およびグループ会社

選任・解任選任・解任

監査 諮問

答申

選任・解任

監査役会
監査役

業務・会計監査

内部監査室

指名・報酬委員会

各種委員会
CSR推進委員会
コンプライアンス推進委員会
危機管理委員会
個人情報保護委員会
ディスクロージャー・ポリシーチーム

経営諮問会議
取締役・執行役員等

監査

報告

監査

助言

取締役会
取締役

会
計
監
査
人

弁
護
士
な
ど
の
専
門
家

ガバナンス体制
　2015年、金融庁と東京証券取引所を中心に
コーポレートガバナンス・コードが定められ、企
業経営におけるガバナンスはますます重要視さ
れています。久光製薬では、経営の透明性向上
とコンプライアンス遵守を徹底するため、内部
統制基本方針を制定。コーポレート・ガバナン
スの充実に取り組むとともに、経営環境の変化
に迅速に対応できる組織体制の構築を重要施
策とし、機構改革を実施しています。
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 内部統制システム

　当社は、取締役会で決議された内部統制規定書（内
部統制基本方針）に基づき、コーポレート・ガバナンスの
充実を図りながら、経営環境の変化に迅速に対応でき
る組織体制の構築に取り組んでいます。当社およびグ
ループ各社における、企業活動に際しての法の遵守、企
業倫理の浸透、コンプライアンスの遵守の徹底および
経営の透明性の向上に努めています。

 内部監査

　内部監査部門として専任担当者を配置した内部監査
室を設置し、業務活動の有効性や適正性、コンプライア
ンス等の適合性確保の観点から、当社およびグループ
各社の業務執行状況の監査を実施しています。その結
果は取締役会・監査役会への報告を行うとともに担当
部門長および担当取締役に報告し、必要に応じて内部
統制の改善指導及び実施の支援・助言を行っています。
さらに、グループ各社の監査も定期的に行い、意思決
定、経理等の重要手続きに対する支援・助言を通じて、
健全な業務環境を維持するよう努めています。

 会計監査

　有限責任 あずさ監査法人と会計監査契約を結び、同
法人に正しい経営情報を提供するなど、公正な立場か
ら監査が実施される環境を構築しています。監査を執行
した指定有限責任社員・業務執行社員は2名で、その他
補助として公認会計士8名、その他17名が任に当たり、
いずれも継続監査年数は7年以内でした。なお、有限責
任 あずさ監査法人および指定有限責任社員・業務執行
社員と当社の間には特別な利害関係はありません。

 情報開示とIR活動

　IR活動を通じ、当社の業績や将来性、その他当社に
関する会社情報を公平かつ正確にお伝えすることで、
当社の事業活動を理解していただくことが重要だと考
えています。法令および上場ルールに則り、適時適切
な会社情報の開示ができるようディスクロージャー・ポ
リシーを策定し、全役員および全従業員は当規定に基
づき情報開示に努めています。
　また、経営の透明性を高めるため、積極的な情報開
示に努めるとともに、IR活動を通じて株主および投資
家の皆さまとの円滑なコミュニケーションを図っていき
ます。

　当社は、会社法および会社法施行規則に基づき、以下のとおり、当社の業務の適正を確保するための体制を
整備する。

1.�取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

2.損失の危険の管理に関する規程その他の体制
3.取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
4.取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
5.�当該株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
6.監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項
7.前記6の使用人の取締役からの独立性に関する事項
8.監査役の前記6の使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
9.監査役への報告に関する体制

 10.�前記9の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制
 11.�監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執行について生ずる費

用又は債務の処理に係る方針に関する事項
 12.�その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

●内部統制規定書
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取締役、監査役および執行役員
 取締役

 監査役

中冨 博
代表取締役会長

中冨 一榮
代表取締役社長

杉山 耕介
専務取締役
人事・BU・スプリングスバレー
ボール部・信頼性保証・
内部統制管掌

髙尾 信一郎
取締役
BU本部 本部長 兼 財務部 部長
兼 IR室 室長 兼 CSR担当

齋藤 久
取締役
国際事業部 事業部長

堤 信夫
取締役
法務部 部長
兼 コンプライアンス担当

徳永 哲男
社外監査役

小野 桂之介
社外監査役

平野 宗彦
監査役

中冨 舒行
監査役
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2019年9月現在

 取締役

 執行役員

社方 雄
常務執行役員　薬粧事業部 事業部長

杉村 光太郎
上席執行役員　医薬事業部 事業部長

金成 俊英
上席執行役員　渉外・広報担当

寺原 孝明
上席執行役員　研究開発本部 本部長

萱嶋 章
上席執行役員　スプリングスバレーボール部 部長

秋山 勝彦
執行役員　ライセンシング担当

高田 清孝
執行役員　生産技術開発部 部長

武富 弘之
執行役員　製造統括部 部長 兼 鳥栖工場 工場長 兼 
鳥栖工場総務部 部長

瀧山 浩二
執行役員　社長室 室長 兼 
東京2020オリンピック・パラリンピック推進室 室長

中山 譲治
執行役員　広域流通推進部 部長

秋山 哲雄
常務取締役
業務本部管掌

肥後 成人
取締役
ノーベン ファーマシューティカルス
取締役会長

鶴田 敏明
取締役
生産環境本部 本部長

村山 進一
取締役
会長室 室長

市川 伊三夫
社外取締役

古川 貞二郎
社外取締役
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 コンプライアンスの推進

　コンプライアンスの徹底と倫理性を確保するため、企
業としての基本姿勢を定めた「久光企業憲章」および遵
守すべき行動規準として「コンプライアンス・プログラ
ム」を制定しました。推進にあたり、コンプライアンス推
進委員会および事務局としてコンプライアンス推進室
を設置し、コンプライアンス推進担当の取締役を委員長
として任命しています。
　「コンプライアンス・プログラム」では法令を遵守し、
高い倫理観を持って行動するとともに、贈収賄や利益

供与、利益相反行為などあらゆる不正・腐敗行為の禁
止を明言しています。コンプライアンスの実践に際して
は、「久光企業憲章」および「コンプライアンス・プログラ
ム」をハンドブックとして全役員・従業員に配布して各職
場で読みあわせを実施しているほか、全管理者への教
育研修を毎年継続して行っています。また、内部監査室
が客観的な立場から実践状況を調査しています。
　さらに、社内通報窓口「久光ほっとライン」を設置し、従
業員の声をコンプライアンスの実践に反映させる体制
を整備しています。

久光企業憲章 　当社は、世界中の人々のQOL向上に貢献し続ける為に、以下の条項に基づき、国内外を問わず、
人権を尊重するとともに、すべての法令・規準を遵守するものとし、高い倫理観をもって行動します。

1  医薬品企業としての企業行動 

①�人々の健康に貢献する医薬品の研究開発に積極的に取り組み、
有効性・安全性にすぐれた、高品質の医薬品の安定供給を行い
ます。また、医療経済効果の高い医薬品の開発を通じ、医療コス
トの効率向上に寄与します。
②�臨床試験は医療機関の協力のもと、被験者の人権を尊重し、安
全確保に留意し、かつ科学的厳正さをもって遂行します。また、
非臨床試験として必要な動物実験は動物福祉に十分配慮して行
います。

③�医薬品の適正使用の確保に向けて、品質・有効性・安全性に関
する科学に裏付けされた国内外の的確な情報を提供するとと
もに、製造販売後の情報の収集、分析評価、伝達を迅速に行い
ます。

④�医薬品企業にふさわしい公正、透明で自由な競争を行うととも
に、従業員の倫理観の向上に努め、政治・行政・医療関係者等と
の健全かつ正常な関係を保ちます。

2  企業市民としての企業行動 

⑤�高度ＩＴ化に伴い、個人情報や顧客情報の適正な保護に十分配慮
し、万全の対策を行います。

⑥�会社の内部情報を適切に管理し、当社を取り巻くステークホル
ダーとのコミュニケーションを広く行い、広報活動等により適
時・適切に企業情報を開示します。

⑦�特許や著作権などを含む知的財産権を尊重し、価値を認めま
す。また、これを不正に入手し、利用しません。

⑧�従業員の多様性・人格・個性を尊重するとともに、従業員のゆと
りと豊かさを実現し、安全で働きやすい環境を確保します。ま
た、従業員の倫理観の高揚と資質の向上に努めます。

⑨�総会屋や暴力団等の市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社
会的勢力および団体とは断固として対決します。

⑩�環境問題への取り組みは人類共通の課題であることを認識し
て、資源やエネルギーの効率的利用を行い、自主的、積極的に環
境保全に取り組みます。

⑪�国内・海外を問わず、現地の法律や行動規範の遵守はもとより、
現地の文化や慣習を尊重し、現地の発展に貢献する経営を行い
ます。

⑫�良き企業市民として、社会に貢献する活動に積極的に取り組み
ます。

3  経営トップとしての行動 

⑬�経営トップは、本憲章の精神の実現を率先垂範し、関係者へ周知
徹底します。また、社内外の声を把握し、実効ある社内体制の整
備を行うとともに、企業倫理の徹底を図ります。

⑭�本憲章の精神に反する事態が起きた時は、経営トップ自らの責任
において問題解決に当たり、原因究明・再発防止に努めます。

⑮�本憲章の精神に反する事態が起きた時は、社会への迅速かつ的
確な情報開示と説明を行います。

コンプライアンス
　久光製薬は、人々の健康にかかわる医薬品企
業として、生命の尊厳を尊重し、科学に対する
謙虚さと社会に対する良識を持って事業に従事
することが求められます。さまざまな事業活動
において、関連する各国の法規制はもとより社
会の基本的ルールや規則を誠実に遵守するとと
もに、高い倫理観を持って行動し、「世界の人々
のQOL向上を目指す」という経営理念の実現
に努めています。
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　また、通報者のプライバシー事項に関しては必要な関
係者以外には開示せず、相談・提言等を理由に通報者が
不利益になる取り扱いは行いません。
　今後も、当社およびグループ各社における企業倫理、
環境保全、個人情報保護など社会的責任にかかわるコン
プライアンスの更なる充実・維持強化を図っていきます。

 透明性のある事業活動

　日本製薬工業協会が2013年に策定した「製薬協コー
ド・オブ・プラクティス」の趣旨に従い、法令遵守はもと
より、より高い倫理観を持って行動するため「久光製薬
コード・オブ・プラクティス」（久光コード）を制定しました。
これは、プロモーション活動のみならず、当社と研究者、
医療関係者、医療機関、患者団体、卸売業者等との交流
において遵守すべき自主規範で、高い倫理性と透明性
をもって企業活動を遂行することを求めています。
　さらに、医療用医薬品のプロモーションを実施する際
に遵守すべき自主基準として「医療用医薬品プロモー
ションコード」を定め、すべての役員・従業員がこの基準
を遵守し、適切なプロモーションを行うこととしていま
す。国外における活動でも、久光コードを尊重するととも
に、当該国の関係法規に加え、当該国に製薬団体のコー
ドがある場合にはそのコードを、かかるコードがない場
合にはIFPMA（国際製薬団体連合会）のコード・オブ・プ
ラクティスを遵守しています。
　また、当社と医療機関等や患者団体との関係におい
ては、高い倫理観を持って透明性のある関係を構築し
ています。当社の活動がライフサイエンスの発展に寄与
し、高い倫理性を担保しているうえで行われていること
を広く理解していただくため、日本製薬工業協会が策定
したガイドラインに基づき「企業活動と医療機関等の関
係の透明性に関する指針」および「企業活動と患者団体
の関係の透明性に関する指針」を定め、当社が行った資
金提供等については、当社WEBサイトを通じて毎年公
開しています。

【参考】
企業活動と医療機関等の関係
http://www.hisamitsu.co.jp/company/
guideline_e.html

企業活動と患者団体との関係
http://www.hisamitsu.co.jp/company/
guideline_p.html

 知的財産の保護

　当社では、知的財産権を経営戦略の一つの大きな柱
として位置づけ、商品開発、製造技術、品質管理および
マーケティング活動に至る成果を当社のブランドとして
保護し育てるため、特許・意匠・商標などの知的財産を
権利として得ることにより、創薬・育薬された当社医薬品
等の安定した供給を実現しています。
　具体的には、商品の開発・改良の早期段階から研究開
発部門と知的財産部門が積極的に協力し、発明・創作か
ら生まれた成果を戦略的に特許出願することにより、市
場における事業の優位性を確保し、さらには、商品のブ
ランドの保護強化のため、意匠や商標を登録出願し、こ
れら知的財産を多面的に権利化するよう努めています。
　また、企業や商品の情報を的確に伝達するためには、
音や動きなどの「新しいタイプの商標」の価値や重要性
にもいち早く着目し、日本を含む世界各国でこれらを積
極的に登録出願するなどの先進的な取り組みも行って
います。
　このように、当社では、知的財産の権利化を推進する
ことで当社ブランドの信用の維持向上に努めています。

 動物福祉への倫理的配慮

　久光製薬では、動物福祉の精神を徹底し、動物福祉
へ配慮した適正な動物実験が実施されるよう「動物の
愛護及び管理に関する法律」に準拠した「動物実験指
針」を制定しています。
　薬の有効性や安全性を確認する動物実験を行う場
合、全ての実験を「動物実験委員会」で審査することを
制度化しており、3Rの理念（Replacement：代替法の選
択、Reduction：動物数の削減、Refinement：苦痛の軽
減）のもと研究を進めています。動物実験の実施体制に
ついては、定期的な自己点検に加えて、第三者機関であ
るヒューマンサイエンス振興財団（動物実験実施施設認
証センター）による審査を受け、動物実験実施施設認定
を取得しています。今後もさらなる動物実験の適正化と
動物福祉の維持・向上に努めていきます。

久光製薬株式会社 代表取締役社長執行役員　中冨　博隆

佐賀県鳥栖市田代大官町408

1944年5月22日（創業1847年）

8,473百万円

2,949人（連結）

医薬品、医薬部外品、医療用具、化粧品等の製造、販売及び輸出入

会社概要

コーポレートマーク Hisamitsu® 貼付剤 サロンパス® コーポレートカラー
（屋外広告）

（ロゴ）

（音）

（動き）

受賞のポイント

　所 在 地

　設　　立

　資 本 金

　従 業 員

　事業内容

商標活用優良企業

平成27年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

知財功労賞　経済産業大臣表彰

■商標には、企業の信用とその商品・役務の品質や特徴を消費者に伝えるコミュニケーション機能があることに着目し、消
費者の五感を通じて訴える広告宣伝活動を国内外で積極的に展開。Hisamitsu®及びサロンパス®などの「音」、「動き」、「位
置」、「匂い」の商標を「新しいタイプの商標」制度を導入した海外の国・地域で積極的に出願登録した先進的な取組みは、
従来からの商標の概念に新しい提言を与えたばかりでなく、日本の商標法改正（保護対象の拡充）及び商標制度の普及啓発
活動に大いに貢献。

■1934年に貼付剤サロンパス®を日本で発売して以来、継続した「育薬活動」の推進により、日本を代表するブランド商標と
しての地位を確立。日本の「貼る治療文化」を世界に広めるため、サロンパス®/SALONPAS®は、Hisamitsu®とともに世
界185以上の国・地域で商標登録。

■日本で登録出願した商標は、海外でも積極的に登録出願することを基本とし、多くの商標を戦略的かつ効果的にアジア諸
国を中心に積極的に登録出願。商標（コーポレートカラーを含む）の信用にフリーライドする第三者に対しては、断固たる
姿勢で模倣品を徹底的に排除。

コーポレートマーク

（音）

（動き）

（ロゴ）
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 倫理的・科学的な臨床試験の実施

　臨床試験に参加される患者さんの人権や安全の確保
を図るために、医薬品医療機器等法やGCP※を遵守し
て治験実施計画書を作成するとともに、インフォームド・
コンセントを患者さんからいただいています。
　また、「社内治験審査委員会」を設置し、社外の医学専
門委員を交えて試験の倫理的および科学的な妥当性を
評価しています。
　海外での臨床試験においてもICH※-GCPを遵守する
とともに、各国の規制要件やガイドラインに従って実施
しています。
※GCP（医薬品の臨床試験の実施の基準）：医薬品の臨床試験を適
切に実施するための基準
※ICH（医薬品規制調和国際会議）：医薬品の承認審査基準に関す
る調和を図るためのガイドラインを作成する国際会議

 商品の信頼性保証の取り組み

　医薬品は、生命に関わる製品であることから、その信
頼性を確保するために研究・開発、製造、販売、使用の
各段階で数多くの管理基準の遵守が義務付けられて
います。研究・開発段階ではGLPやGCP、製造段階では
GMP、販売された後はGQPやGVPなど厳しい管理基
準が設けられています。
　当社では、当社の商品が、これらの管理規準を遵守し
ていることを監査により保証するための専門部門とし
て、信頼性保証部を設置しています。

　近年の医薬品の研究・開発、製造、販売、使用のグ
ローバル化に伴い、国際的に調和された管理基準に則
り、国内外で適切に監査を行うことにより、当社商品の
信頼性を確保しています。

：�医薬品の安全性に関する非臨床試験の実施の基準に関
する省令
：�医薬品の臨床試験の実施の基準に関する省令
：�医薬品、医薬部外品、化粧品及び再生医療等製品の品質
管理の基準に関する省令

：�医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器及び再生医療等製品の製
造販売後安全管理の基準に関する省令
：�医薬品の製造販売後の調査及び試験の実施の基準に関する省令
：�医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品質管理の基準に関する
省令

※GLP

※GCP
※GQP

※GVP

※GPSP
※GMP

開発段階 製造販売段階 流通段階 使用段階

GLP GCP GMP

GPSP

GQP GVP

医　薬　品

製造販売業許可

製造業許可

薬局・販売業許可 再審査 再評価

製造販売承認

医薬品の開発から販売使用に至るまでの管理基準

VOICE

『信頼』とは 
信頼性保証部  本田 芳朗

　「信頼」は、その人の実績や過去
の振る舞いを見た上で、人間性や
人格まで含めて信じてもらえるこ
とです。「信頼」は気持ちと気持ち
のつながりですから、双方向です。

私が所属する信頼性保証部は、まさに信頼性を極める
部門です。
　私は業務の上で五感を研ぎ澄ませ利用することを
大切にしており、特に、「観・感・勘」を使うことを意識し
ています。まず、観察する観、次にそこから何か感じ取
ることの感、最後に何かおかしいと働く勘、この３つの
カンを磨いています。
　これらの五感を上手に活用することで、信頼が信頼
を生む善循環のきっかけを作り、信頼性を極めること
を常日頃から心がけています。
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人権デュー・ディリ
ジェンスの実施

久光製薬は、人権尊重の責任を果たすために、久光製薬の事業活動に関連する人権への
負の影響を対象として、人権デュー・ディリジェンスを継続的に実施します。

ステークホルダーとの
対話と協議

久光製薬は、人権に関する外部専門家等の知識を活用し、ステークホルダーとの有意
義な対話と協議を行います。

体制・責任者 久光製薬は、本方針を実行するために必要な体制を構築し、責任者を明確にすることによ
り、人権への負の影響の評価結果を踏まえた適切な措置を行います。

是正 久光製薬が人権に対する負の影響を引き起こした、または助長したことが明らかとなった
場合、適切な手段を通じてその是正に取り組みます。

情報開示 久光製薬は、是正の実施状況をモニタリングし、これらの取り組みの推進状況等を定期的
に開示していきます。

適用法令
久光製薬は、事業活動を行う各国・地域で適用される法令を遵守します。ただし、各国・地域
の法令と、国際的な人権の原則とが相反する場合には、国際的な人権の原則を最大限尊重
する方法を追求していきます。

●人権尊重責任の実行

 人権に関する基本的な考え方

　久光製薬は、国際連合の「ビジネスと人権に関する指
導原則」に基づき2018年3月に久光製薬人権方針を策
定しました。全ての人々の基本的人権について規定した
国際連合の「国際人権章典」（「世界人権宣言」、「市民的
及び政治的権利に関する国際規約」、「経済的、社会的
及び文化的権利に関する国際規約」）や、労働における
基本的権利を規定した国際労働機関（ILO）の「労働に
おける基本的原則及び権利に関するILO宣言」におけ
る中核的労働基準に加え、世界医師会の「ヘルシンキ宣
言」など（以下総称して「国際的な人権の原則」）に謳わ
れる人権を尊重します。これらの人権は、久光製薬の全
ての役員、従業員や久光製薬のビジネスパートナーに
加え、久光製薬の製品・サービスに関係する全ての人々
において保護・尊重されるべきものです。これらの人々
の人権が尊重されるために、久光製薬は人権への負の
影響を引き起こしたり、助長することを回避し、そのよう
な影響が生じた場合にはこれに対処します。また、取引
関係によって久光製薬の事業、製品・サービスと直接的

につながっている人権への負の影響を防止または軽減
するように努めます。
　本方針は、久光製薬が人権尊重についての基本的な
考え方を規定した「久光企業憲章」の内容を、より具体的
に事業活動に組み込むためのものです。本方針が理解
され効果的に実施されるよう、久光製薬は全ての役員、
従業員に対して適切な教育と研修を行っていきます。

 英国現代奴隷法への対応

　2019年2月期の英国現代奴隷法ステートメントを当
社WEBサイトに開示いたしました。
　久光製薬は、事業およびサプライチェーンにおける奴
隷労働や人身取引の防止を含む、国際的に認められた
人権の尊重に努めます。

■ 英国現代奴隷法ステートメント
http://www.hisamitsu.co.jp/company/pdf/
csr/Statement_2019.pdf

人権
　久光製薬の事業活動に関連する人々の人権
を尊重することは、当社の経営理念と合致する
ものであり、久光製薬の重要な責務であると認
識しています。
　人権尊重を基礎とした経営・事業活動を継続
的に行っていくことで、持続可能な社会の発展
に貢献していきます。
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 危機管理体制

　リスクの未然防止および危機発生時に備えるため危
機対策本部を設け、平常時にも代表取締役社長を委員
長とする危機管理委員会を常設し、必要に応じて委員
会メンバーのトレーニングを行っています。
　様々な経営リスクに対し適切で効果的な対応を行う
とともに、経営リスクが発生した場合の影響を極小化す
るため経営リスクマネジメントに関する方針書を定め、
方針書で定めた手順に則り経営リスクマネジメントを推
進しています。

 個人情報の保護

　久光製薬では個人情報の管理を徹底するため、「プラ
イバシーポリシー」並びに「個人情報取扱規定」を策定す
るとともに、コンプライアンス推進担当の取締役を委員
長とする個人情報保護委員会を設置しています。
　個人情報保護委員会は、個人の権利・利益を保護す
ることを目的とした組織体制の整備と適切な管理を検
討するなど、必要に応じて随時開催しています。
　また、個人情報の管理責任者および取扱責任者を任
命し、個人情報の管理・徹底を推進しています。

 情報セキュリティ

　個人情報や機密情報等の情報資産を適切に管理す
るため「情報セキュリティ管理規定」を策定し、情報シス
テム管理体制を構築することで、情報漏洩の予防など
情報セキュリティの強化に努めています。
　また、近年脅威になっているサイバー攻撃に対する
対策など、社会環境の変化や技術の進歩に合わせた対
策を講じるとともに、関係従業員への注意喚起や啓蒙
を継続的に行うことで、情報セキュリティ意識の向上を
図っています。さらに、情報セキュリティの推進にあたり
規定の見直しも随時行っています。

 事業継続計画（BCP※）

　BCPの方針として、従業員等の人命・身体の安全確
保、災害発生後の速やかな復旧と事業活動の継続、お
客さま・お取引先に対する社会的責任を果たすことを
掲げ、事業に大きな影響を及ぼす大規模災害や事故
が発生したときに備え、緊急連絡体制や各対策対応部
門表などを明記した、「災害対策マニュアル」を定めて
います。
　さらに、事業所ごとには防災対策班を設置し、それら
を統括する災害対策本部と連携した行動計画を定め、
災害時の対応力向上に努めています。
　この対策の実効性をより確かなものとするために、災
害を想定した防災訓練や安否確認訓練を定期的に行っ
たり、国内主要拠点である九州本社、東京本社、宇都宮
工場ならびに筑波研究所に無線電話と衛星電話を設置
して複数の通信体制を構築したりするなどの取り組み
も実施しています。
　生産拠点を東日本（宇都宮工場）と西日本（鳥栖工
場）に分散させることで緊急時の生産補完体制を整え
ているほか、原材料の調達先を複数持つことで、医薬品
の安定供給に努めています。

※BCP：�Business Continuity Plan

リスクマネジメント体制
　様々な事業リスクを未然に防ぎ、緊急時には
迅速かつ適切な対応で影響を最小化するため、
リスク要因を検証し、リスクを発生させないこ
と、リスク発生時の早期復旧を図ることなどに
ついて、必要な対応策をマニュアル化してリスク
マネジメント体制を構築しています。
　また、BCPの実行を確かなものにするため、
平常時の対応確認や初期対応の訓練など
を行っています。

火災を想定した防災訓練
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お客さまとのかかわり

医薬品の開発
医薬品の改良
医薬品の生産と供給
医薬品の品質保証
医薬情報の収集と発信
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NOVEN社

北米市場
日本市場

アジア市場

欧州市場

海外現地法人鳥栖研究所 
九州本社

筑波研究所 東京本社

場場

マイアミ研究所

ニュージャージー事務所

 QOLの向上を目指すTDDS

　当社は、世界中の人々の「健康・安全・快適な生活」と
いう根本的な願いに応えるため、TDDS製剤の研究開
発に集中して取り組んでいます。薬物をTDDS製剤にす
ることにより、「適切な薬物血中濃度を長時間にわたり
維持することができる」、「小児や高齢者など嚥下困難
な患者さんへの薬物投与が可能になる」、「副作用が発
現した場合にも剥がすことにより簡単に投与中断がで
きる」など診療科を問わず、幅広い医療ニーズに応える
ことができます。
　研究開発にあたっては、候補薬物の網羅的探索と積
極的なアライアンスを推進することで、有用性の高い
TDDS製剤の開発に努めています。
　当社のTDDS技術を用いて開発した「フェントス　

®テー
プ」は、がんの痛みやがん以外の慢性的な痛みに対して
鎮痛効果を有する経皮吸収型の貼付剤で、安定した薬
物血中濃度を維持することから、1日1回の貼付で24時
間安定した効果を得ることができます。そして医療現場
からのご意見を参考に、従来の規格（1～8mg）に新用
量となる0.5mgを加え、より細かな用量調節を可能とし

ました。さらに、がんの痛みに対する医療現場のニーズ
に応えるため、オピオイド鎮痛剤未使用患者に対する適
応追加の承認申請を目指しています。
　また、世界市場に医薬品をいち早く投入していくた
め、国内の研究開発拠点と海外子会社であるノーベン
社の研究所の研究開発活動の一元化、人材交流を含め
た連携を強化しながら研究開発を進めています。
　さらに、より多くの薬物をTDDS化するためにマイク
ロニードルなどの新規基盤技術を駆使したTDDS製剤
の開発によって、医療現場のニーズに合致した医薬品
開発を行っています。

　 久 光 製 薬 は 、こ れ ま で 培 ってきた 知 見
やTDDS（Transdermal Drug Delivery 
System：経皮薬物送達システム）技術を活か
し、さまざまな領域における患者さんのQOL
向上に貢献できるような医薬品開発を行ってい
ます。

医薬品の開発

疼
痛
領
域

泌
尿
器
科
領
域

神
経
内
科
領
域

TDDS技術

精
神
科
領
域

他
領
域

※

※疼痛領域：整形外科やペインクリニック等

●研究開発領域

●研究開発体制
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ステージ テーマ名 対象 剤形 対象疾患名 次のステップ

1 申請中 HP-1010 
（後発品） 米国 貼付剤 帯状疱疹後の神経疼痛 非開示

2 申請中 HP-3000 日本 貼付剤 パーキンソン病 2019 年度 
承認予定

3 申請中 HP-3070 米国 貼付剤 統合失調症 2019 年度 
承認予定

4 申請準備中 HFT-290 
（オピオイド鎮痛剤未使用患者） 日本 貼付剤 がん疼痛 2019 年度 

申請予定

5 申請準備中 HP-3150 日本 貼付剤 がん疼痛 2019 年度 
申請予定

6 フェーズ 3 ATS 米国 貼付剤 注意欠如・多動症 (ADHD) 2020 年度 
申請予定

7 フェーズ 3 
準備中 HP-3150 日本 貼付剤 腰痛症 2019 年度 

フェーズ 3 開始予定

8 フェーズ 3 
準備中 HP-5070 日本 経皮剤 原発性局所多汗症 2020 年度 

フェーズ 3 開始予定

9 フェーズ 3 
準備中 HP-3000 日本 貼付剤 特発性レストレスレッグス症候群 検討中

10 フェーズ 2 HP-5000 米国 貼付剤 変形性膝関節症 2020 年度 
フェーズ 3 開始予定

2019年7月現在

鼻炎
エメダスチンフマル酸塩（日）

喘息
ツロブテロール（日）

頻尿
オキシブチニン塩酸塩（日）

更年期障害
エストラジオール（日、米）

局所
NSAIDs群（日、米）
HP-1010（申請中、米）
HP-5000（PⅡ、米）

全身
フェンタニルクエン酸塩（日）
HP-3150（申請準備中、日）

パーキンソン、RLS
HP-3000（申請中）

統合失調症
HP-3070（申請中、米）

ADHD
メチルフェニデート（米）

ATS（PⅢ、米）

痛み
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 開発パイプライン

　経皮投与による安定した効果の持続や副作用の低減といったTDDS製剤のメリットを最大限に活かした研究開発を
行っています。また、QOL向上に寄与する医薬品を速やかにお届けできるよう、これまでに蓄積したTDDS製剤の開発
ノウハウを基に開発期間の短縮に努めています。

●研究開発パイプライン

●久光製薬TDDSの対象疾患の拡がり



疼痛領域

モーラス　
®テープ

ケトプロフェンを有効成分とする経
皮鎮痛消炎剤（テープ剤）です。腰
痛症などの痛みや、関節リウマチに
おける関節局所の疼痛、外傷後の
腫
しゅちょう
脹・疼痛等に効果を有します。貼

付後速やかに効果を発揮します。貼
付回数は1日1回です。

疼痛領域

モーラス　
®パップXR

パップ剤の特長である冷却作用を
有し、かつテープ剤と同等の付着力
および効能があるのが特徴です。製
剤改良により貼付回数は1日1回で
す。
また、モーラス　

®パップ処方比70％
の軽量化を実現し、環境にも配慮し
ています。

疼痛領域

モーラス　
®パップ

ケトプロフェンを有効成分とする含
水性の経皮鎮痛消炎剤（パップ剤）
です。変形性関節症、肩関節周囲
炎、外傷後の腫脹・疼痛等に効果を
有します。貼付回数は1日2回です。

泌尿器科領域

ネオキシ　
®テープ

オキシブチニン塩酸塩を有効成分
とする尿意切迫感、頻尿および切
迫性尿失禁等を改善する1日1回貼
付のテープ剤です。膀胱のムスカリ
ン受容体を遮断することにより排尿
筋過活動を抑制します。内服薬の副
作用である口内乾燥の低減が期待
されます。

●TDDS技術で開発した医薬品

婦人科領域

エストラーナ　
®テープ

女性ホルモン・エストラジオールを有
効成分とするテープ剤です。女性ホル
モンの低下によって起こる顔のほてり、
のぼせ、異常な発汗などの血管運動神
経症状を改善します。また、骨吸収を抑
制して骨密度を改善します。2日に1回
下腹部または臀

でん
部
ぶ
に貼付します。

アレルギー領域

アレサガ　
®テープ

エメダスチンフマル酸塩を有効成
分とする、アレルギー性鼻炎に効果
を有する1日1回貼付のテープ剤で
す。安定した血中薬物濃度を維持し
効果の持続が得られます。

疼痛領域

MOHRUS　® PATCH/
KEPLAT　®
MOHRUS　®PATCHはモーラス　

®

テープと同じケトプロフェンを含有し
たテープ剤で、腰痛症、外傷性の急
な痛みの緩和を効能効果としてい
ます。KEPLAT　®は、欧州薬事規制
に合わせてメントールを含まず製
剤の匂いを軽減しています。

婦人科領域

Minivelle®

中・高度のホットフラッシュ症状の改
善、就寝時の発汗を抑えるためのホ
ルモン補充療法の貼付剤で、使用
感を高めるために従来商品よりサ
イズを小さくしています。アメリカ
のFDAから、閉経後の骨粗鬆症予
防の効能も承認されています。

疼痛領域

フェントス　
®テープ

鎮痛効果の高いフェンタニルクエ
ン酸塩含有の持続性疼痛治療剤
で、がん性疼痛およびがん以外の
慢性的な痛みなどに使用します。

海外
向け

海外
向け

製剤サイズ
10cm×14cm

製剤サイズ
9cm2

（長径3.7cm、短径3.1cm）

製剤サイズ
10cm×14cm

製剤サイズ
7cm×10cm

製剤サイズ
1.65cm2

製剤サイズ
73mm×73mm

製剤サイズ
14cm×20cm

製剤サイズ
22.3mm×36.1mm
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（220mm×180mm） （209mm×138mm）
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 Salonpas®-HOT

　Salonpas　®-HOTは従来の1枚入から3枚入に増量
し、2019年2月にアメリカで発売しました。増量する
だけではなく、製剤を半折りにすることでパッケージ
サイズを小型化し、環境に配慮した商品仕様となって
います。
　さらに、薬袋にジップをつけたことで、お客さまが未使
用の商品をより簡便・確実に保存することもできます。

 モーラス®パップXR

　パップ剤の特長である冷却作用を有し、かつテープ
剤と同等の付着力および効能がある商品として製剤
設計されました。製剤改良により貼付回数は1日1回と
なっており、モーラス®パップ処方比70％の軽量化を実
現することで、環境にも配慮しています。

 「のびのび®サロンシップ®Ｆ」新包装発売

　｢のびのび　
®サロンシップ　

®Ｆ｣は、長時間持続する付
着性を実現させた新設計のシップ剤として、2019年7
月に発売しました。お客さまの「お手頃な枚数が欲しい」

「コンパクトなサイズの商品が欲しい」というご要望に
お応えし、従来の商品に加えて、新包装10枚入となっ
ています。 

 今後の医薬品改良の視点

　医薬品の改良については、「お客さまからの問い合わ
せや頂戴したご意見」「最新の製造技術」「研究開発の
成果」を主要な観点として取り組んできました。これまで
は、作る側の視点と使う側の視点が中心となっていまし
たが、久光製薬グループとしてESGの推進を掲げるな
かで、新たな視点も積極的に検討していくことが重要と
考えています。
　今後は、サプライヤーや廃棄段階のプロセスなども
網羅的に包含し、「エコロジー」や「サーキュラーエコノ
ミー」などのテーマによる考え方も取り込むこととしてい
ます。「モーラス®パップXR」における改良はその先駆的
なものとしても捉えています。
　また、「製品仕様の標準化」を目指し進めてきた、研究
開発・生産・営業などの合同プロジェクトをさらに一歩進
めた体制整備も進めていきます。
　加えて、オープンイノベーションの観点から、サプライ
ヤーとの協業を進め、幅広い技術情報を活用して、利用
者・患者さんへ貢献していくことも重要であると考えて
います。

　久光製薬は、患者さんが少しでも快適な暮ら
しができるよう、日々医薬品の改良に努めてい
ます。患者さん一人ひとりの生活シーンを思い巡
らし、貼付剤のサイズ、形状、利用回数の低減
などの改良にも取り組んでいます。以前は１日
に複数回貼付していたパップ剤を、1日1回の貼
付で長時間の活動を可能にする等、患者さんの
QOL向上にも貢献しています。

医薬品の改良

1枚入り 3枚入り
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 生産体制

　国内生産拠点は、GMP※基準に適合した鳥栖工場
（佐賀県）および宇都宮工場（栃木県）の2工場での生
産を基盤とし、委託メーカーとも連携して製品の安定供
給体制を構築しています。
　また、安定供給体制の構築とあわせて生産性向上に
も取り組んでいます。品質向上を目的としたカイゼン活
動を継続的に行うとともに、製造ラインの集約と再構築
による生産体制の見直し、工程の改善、稼働率の向上
など生産機能全体の効率化を進めています。
　さらにIoT技術を活用した生産システムを導入したこ
とにより、生産システムに蓄積されたビッグデータを活
用した改善活動を展開し、さらなる生産性の向上を目指
しています。　　　
　当社は世界各国で医薬品を販売しており、多くを日本
からの輸出により供給していますが、より安定した供給
体制を構築するため、アメリカ、ブラジル、ベトナムおよ
びインドネシアに生産拠点を有しています。国内と海外
の生産拠点が連携を図り、生産能力を拡大しながら製
造の現地化を推進することで、グローバルな生産体制
の整備を推進しています。

 物流体制

　国内の物流センターとして、佐賀県鳥栖市と埼玉県
久喜市にそれぞれ東西の拠点を設置し、医薬品を安定
的に供給できる物流体制を整えています。また、製造を
委託した医薬品もこれらの物流センターを経由するサ
プライチェーンを構築しています。
　各センターには管理薬剤師を配して医薬品の品質管
理に努めるとともに、出荷量の情報を工場と共有するこ
とで、多種多様な医薬品を適切に保管・管理し、お客さ
まへの安定供給に努めています。
　また、これらの管理システムに携わる従業員に対し
て、手順書に則った教育を行うことで各個人のスキル
アップを図るとともに人的ミスの削減に努め、安定した
物流体制の構築に取り組んでいます。

※GMP（医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品質管理の基準）：
医薬品などを適切な品質管理下で製造するための基準

　患者さんの健康と生命にかかわる医薬品を
安定して供給するため、生産体制と物流体制の
強化に努めています。また、自社工場や製造委
託先での生産品目や生産数量の管理を通じて、
効率的で最適な生産体制を構築しています。さ
らに、海外の患者さんにも安心して使っていた
だくために、海外生産拠点の技術向上や課題
解決の支援を行っています。

医薬品の生産と供給

鳥栖工場
当社発祥の地にある生産拠
点で、貼付剤を生産してい
ます。

久光ベトナム
海外で最も大きい生産拠点
で、貼付剤やゲル剤などを
生産し、一部を輸出していま
す。

ノーベン
アメリカの生産・研究拠点で
貼付剤を生産しています。宇都宮工場

最新鋭の生産設備を整え、
テープ剤の生産を行ってい
ます。

久光ブラジル
南米の生産拠点で、ブラジ
ル国内向けの貼付剤やゲル
剤を生産しています。久光インドネシア

2015年に新工場を竣
工、インドネシア国内向
けの貼付剤を生産し、
一部を輸出しています。

●生産拠点
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 製造工程での品質管理

　GMPに基づいた品質管理体制を整え、医薬品製造
の全工程において徹底した品質管理体制をとっていま
す。
　原材料投入から中間製品を経て最終製品に至るすべ
てのプロセスで品質規格、作業手順を定めるとともに、
製造方法や試験方法についてはその妥当性を厳格に
検証し、厳しい管理のもとに生産を行っています。また、
製造条件や確認事項は記録に残し、異常時の早期発見
と、迅速に対応できる体制を整えています。これらの製
造方法や条件は文書化し、適切に管理しています。
　品質評価は公的あるいは科学的に確立した方法で実
施しており、原材料受入試験、中間製品試験、出荷前試
験等を行うことで、製造が適正に行われたことを確認で
きるシステムを構築しています。さらに、市場に製品を出
荷する前に、有効成分の分析や粘着力などの規格試験
を行い、品質が保証されたもののみを出荷しています。
　また、国外輸出品については各国のレギュレーション
に則った品質試験を実施し、グローバルな品質保証に
努めています。

 医薬品の安全管理

　医薬品の市販後に臨床試験では把握しきれなかった
副作用が発現することや、品質に関するご指摘を受ける
ことがあります。
　副作用に関する情報を把握した場合は、迅速に「安全
性情報部」に報告され、分析・評価した上で適切な安全
措置を取るとともに、必要に応じて厚生労働省に報告し
ています。品質に関する問い合わせに関しては、「品質
保証部」で内容を評価し、現物確認や製造工程の調査
を行い対処しています。
　迅速かつ的確に対応できる安全管理体制を整えるこ
とで、安心して医薬品を使用していただけるよう努めて
います。

 サプライヤー監査

　国内外の原材料供給業者に対し、年間80社あまりの
実地監査と書面による調査を行い、原材料の製造管理
および品質管理が適切に行われていることを確認して
います。監査項目は原薬および原材料の製造所・製剤
製造所・試験施設等それぞれの業務の重要事項を中心
に設定し、GMP等で規定された内容をチェックしていま
す。また、品質に関する変更、苦情等が発生した場合は
特別監査も実施しています。
　さらに、生産・業務委託先やサービス供給の業者に対
しても同様の監査を行い、商品の品質と安定供給の確
保に努めています。

　久光製薬では、医薬品をGMPに従って科学
的に確立した方法で生産しています。生産品目
に最適化した製造方法をマニュアル化し、公的
機関から品質システムの査察を受けています。
また、厳しい法令や自主基準の遵守状況を監視
する組織を構築し、厳しい品質管理体制のもと
医薬品の品質を保証し、安全性の向上に努めて
います。

医薬品の品質保証

品質管理基準書

製造管理基準書 製品標準書

原材料 中間
製品

最終
製品 商品

原材料受入試験 中間製品試験 出荷前試験

●各工程における管理体制
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 医薬情報担当者（MR）

　医薬品のことを十分にご理解いただくことが、医療関
係者や患者さんに安心して医薬品を使用していただく
うえで、何よりも重要です。当社は、商品の有効性や安
全性に関する情報や、副作用の収集・伝達のために全国
にMRを配置し医療関係者の理解を深める活動をして
います。また、医師や医療関係者などが参加する医学研
究会の共催や、医療機関での商品説明会なども積極的
に行い、最新の適正使用情報の提供に努めています。

 お客さまからのお問合せ

　商品に関するお問合せに応える窓口として、「お客様
相談室」を設置しています。当社WEBサイトを経由した
お問合せの他に、電話や手紙によるお客さま一人ひとり
の声にも個別に対応しています。お問合せに対しては迅
速で的確な対応に努めるとともに、お寄せいただいたご
意見やご指摘は社内の関連部署と共有を図り、商品の
改良や新商品の開発に最大限活かしています。

 医薬情報の発信

　当社は、世界の人々のQOL向上を目指して医薬品を
提供するだけでなく、誰もが心身ともに健康であること
を支援することも重要な責務であると考えています。
　当社WEBサイトには、関節痛や腰痛に対する痛みの
対処法や、更年期障害、水虫などの症状や治療法など
の健康に関する情報を分かりやすく解説した記事を紹
介し、情報発信を行っています。

 久光製薬安全性情報

　モーラス　
®テープなどのケトプロフェン外用剤の副作

用の一つとして、使用後にその部位が紫外線に曝露
されることによって生じる光接触皮膚炎があります。
　ケトプロフェン外用剤による光接触皮膚炎の注意
喚起と適正使用を推進するため、年間１、２回の頻度で
「久光製薬安全性情報」を発行し、医師や薬剤師などの
医療関係者に対して情報提供を行っています。
　光接触皮膚炎を防ぐために、使用中や使用後の注意
事項などを、紫外線が強くなる春先から夏を中心に
継続的にお伝えすることで、ケトプロフェン外用剤に
よる光接触皮膚炎の発現予防に努めています。

　健康に影響を及ぼす医薬品を適正かつ安全
にご使用いただくため、医薬情報担当者（MR）
を通じて医薬品の適切な使用を促す情報提供
活動を行っています。医療現場の情報を迅速
に捉えられる体制を構築し、得られた情報を収
集・分析することでより安全な使用方法を確立
するよう努めています。

医薬情報の収集と発信

 製剤
48.2％

◆116期の件数を教えてください。
→総数：件
製剤17,229件、薬事5,822件、安全性4,846件、有効性493件、クレーム549件、
　その他6,916件（カテゴリ別は重複を含む）

薬事
15.9％

安全性
13.6％

有効性
1.3％

クレーム
1.7％

 その他
19.4％

お問合せ総数

34,702件 医療用
医薬品
00％

一般用
医薬品
00％ 問合せ

構成比

●お客さまからの
　お問合せ件数と内訳
 （2018年度）

VOICE

医療従事者と商品価値を共
有し、患者さんのQOLを向上
させて未来の新薬へ繋げる 
医薬事業部  小寺 裕一
　医薬情報担当者(MR)として情報
提供活動を行っています。私は11年
前に病で父親を亡くしていることもあ

り、人々の健康に貢献する当社のTDDS製剤を通じて多く
の患者さんの役に立ちたいと考え、日々の営業活動に取り
組んでいます。医療従事者に情報提供をする際には、限ら
れた時間でいかに有益な情報提供を行えるかが大切であ
ると感じています。信頼を得るために、｢目配り｣｢気配り｣
｢心配り｣を意識し、常に相手の立場になって考え、行動する
ことを心掛けています。
　今後も当社のTDDS製剤が多くの医療従事者・患者さん
の役に立てるように情報提供活動を継続してまいります。
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社会とのかかわり

地域社会とのコミュニケーション
スポーツ支援
社会的な支援活動
環境コミュニケーション
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 伝統文化の継承

　日本の伝統文化を継承し、文化・芸術の振興に貢献す
るため、九州本社にてお茶会を開催しています。当社に
隣接する別邸および西公園に、本格的な茶道を体験で
きる薄茶席や野点を楽しめる立礼席を設け、地元関係
者や一般の茶道愛好家をお迎えしています。このお茶
会は、誰もが気軽に伝統文化に触れることができる場と
して、地域の皆さまに広く親しまれています。

第23回春の茶会

 久光製薬鳥栖市民講座

　幅広い分野の著名人をお招きして講演会を開催し、
近隣地域の方々へ生涯学習、教養文化に親しめる機会
を提供しています。講師は作家やスポーツ選手、政治評
論家など多岐にわたっており、毎回1,500名近くの方々
に来場いただいています。また、来場された皆さんから
の入場料は社会貢献のために全額寄付しており、2018
年度は平成30年7月豪雨災害義援金として約170万
円を日本赤十字社に寄付いたしました。

 工場見学会の実施

　当社の鳥栖工場と宇都宮工場では、子どもから大人
まで幅広い年齢層の一般の方々を対象として、工場見学
を実施しています。当社の概要や取り組みを紹介した後に
「サロンパス　

®」および「モーラス　
®テープ」の製造工程を

見学していただき、安全・安心な製品づくりへの取り組み
を直接見て実感していただいています。2018年度は、
鳥栖工場で約3,300名、宇都宮工場で約1,200名のお
客さまにお越しいただきました。さらに鳥栖工場では、工
場見学後に希望に応じて当社の歴史や理念を紹介した
「久光製薬ミュージアム」の見学も行っており、当社を
知っていただくことで地域との共生を図っています。
　また、薬学部の学生を対象とした「早期体験学習」の
受け入れも積極的に行っており、卒業後の進路をイメー
ジしてもらうため、工場見学後に当社従業員との意見
交換会を行いました。

　企業市民として地域と共に発展することも重
要なことと認識し、当社創業の地である佐賀県
を中心にさまざまな地域交流に努めています。
　文化・芸術を通じたQOL向上のため、講演会
をはじめとする各種文化イベントなどを通じて
地域の皆さまとのコミュニケーションを図るこ
とで、地域社会の発展に貢献してまいります。

地域社会との
コミュニケーション

第24回久光製薬鳥栖市民講座 久光製薬ミュージアム展示室

宇都宮工場での工場見学
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 サロンパス体操を通じた健康づくり

　体を動かすことで肩こりや腰痛といった疾患を予防
し、世界中の人々の健康づくりに貢献するため、オリジ
ナル体操プログラム「サロンパス体操」、より運動負荷
の高い「サロンパス体操アクティブ」を提案し、世界各国
での普及活動に取り組んでいます。
　市民マラソン大会やその他のスポーツイベントの会
場では、参加する選手の方々と一緒に体操を行い、コ
ミュニケーションを図りながら「健康な体づくり」の大切
さをアピールしました。
　また、タイのバンコクでは週に6回、市民が集ってエク
ササイズを行う公園で、ボランティアの方々と一緒に「サ
ロンパス体操アクティブ」を行っています。アップテンポな
音楽のリズムに乗って体を動かすことができるサロンパ
ス体操は、人々の健康維持・増進の一助となっています。

 久光製薬アートプロジェクト

　全国の子どもたちを対象として、「久光製薬アートプ
ロジェクト」を展開しています。子どもたちに『私が参加
する東京2020オリンピック・パラリンピック』をキーワー
ドに作品を描いてもらうことで、スポーツを通じてグ
ローバルな視点を持つきっかけとし、情操を養い豊かな
心を育むことを目的としています。
　九州本社や宇都宮工場、筑波研究所近隣の子どもた
ちが自由に描いた作品は、各事業所周辺に展示され、
地域の方々とのコミュニケーションの場となっています。
　2020年に向け、全国各地にアートプロジェクトを展
開し、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
のムーブメントを広く盛り上げていきます。

鳥栖地区の子どもたちによる作品

 従業員による社会貢献活動　

■ 街頭募金活動
　日本赤十字社が毎年12月に主催する海外たすけあ
い街頭募金に1996年から協力しています。2018年度
は、全国13都市で約540名の役員・従業員が街頭に立
ち、募金を呼びかけました。家族と一緒に募金活動に参
加する従業員もおり、助け合いの大切さを家族で体感
する場となっています。

■ 献血活動
　日本赤十字社の献血活動に協力し、九州本社および
宇都宮工場にて従業員による献血活動を実施していま
す。春と秋の年2回、献血センターの採血車を招き、多く
の従業員が積極的に参加しています。また、2018年度
は久光インドネシアでも献血活動を行い、多くの従業員
が参加しました。

世界各地で取り組むサロンパス体操

海外たすけあい街頭募金

久光インドネシアでの献血活動
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 久光製薬スプリングス

　1948年に社内のクラブ活動として誕生した女子バ
レーボール部は、現在では「久光製薬スプリングス」とし
てVリーグに所属し、国内外の大会に参加しています。
　さらに、2017年には久光製薬スプリングスを通じた
佐賀県との連携協定を締結し、地域との一体感や活力
醸成、地域の活性化のための取り組みを行っています。
佐賀県警と連携し、選手が一日署長となったイベントで
は、ショッピングモールや街頭に選手が立ち、地域住民
の方々に自転車の施錠促進と交通事故防止を呼びかけ
ました。また、入院により長期療養を余儀なくされている
子どもたちの訪問も行っており、会話や写真撮影などふ
れあいを通じて子どもたちを元気づけています。
　これからも久光製薬スプリングスを通じて、バレー
ボールの振興と地域の活性化に努めてまいります。

 次世代スポーツ選手の支援

　スポーツを通じた次世代育成支援として、久光製薬
スプリングス選手によるバレーボール教室を定期的に
開催しています。基礎トレーニングをはじめ、技術指導
や試合形式の練習をすることで、地域の子どもたちに
バレーボールの魅力と楽しさを伝えています。技術面だ
けではなく、チーム力を高めるためのコミュニケーショ
ンスキルも育成し、バレーボール振興の一翼を担ってい
ます。

　また、当社は佐賀県バレーボール協会や佐賀県ス
ポーツ協会のオフィシャルパートナー企業として、地域
スポーツの発展にも寄与しています。

 スポーツイベントの支援

　様々なスポーツイベントへの協賛を通じて、各種ス
ポーツの振興と人々の健康づくりを応援しています。ゴ
ルフの国内公式戦「ワールドレディスチャンピオンシップ　
サロンパスカップ」への特別協賛をはじめ、スポーツクラ
イミングや市民マラソン、陸上競技などで協賛を行いま
した。また、海外のマラソン大会でも積極的に参加者へ
の筋肉疲労のケア支援を行っています。
　協賛イベント会場では、競技を体感できるアトラク
ションブースを設置し、来場した人々に体験してもらう
ことでスポーツの魅力を伝えています。

　久光製薬は、スポーツ支援を通じて、健全な
社会の発展と人々の健康づくりを支援していま
す。久光製薬スプリングスにおける選手の育成
や、次世代スポーツ選手の育成など、スポーツ
競技の振興に努めています。
　また、ゴルフの国内公式戦や市民マラソン大
会などのスポーツイベントへの協賛も行ってい
ます。

スポーツ支援

久光製薬スプリングスによるバレーボール教室

ボルダリングの体験ブース



久
光
製
薬
の
C
S
R

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

お
客
さ
ま
と
の
か
か
わ
り

社
会
と
の
か
か
わ
り

従
業
員
と
の
か
か
わ
り

環
境
と
の
か
か
わ
り

経
済
と
の
か
か
わ
り

372019 HISAMITSU CSR REPORT

　久光製薬は、事業活動に加え、様々な社会課
題の解決に取り組むことが重要であると考えて
います。地域社会に密着したNPO法人や市民
団体を人的・物的資源で支援し、協働すること
で少しでも社会課題の解決につなげたいと考え
ています。また、財団の支援を通じて医学・薬学
の振興や啓発を図っています。

社会的な支援活動

 久光製薬株式会社ほっとハート倶楽部

　マッチングギフト制度「久光製薬株式会社ほっとハート
倶楽部」を2007年に設立しました。役員および従業員に
よる寄付と、その同額を当社が拠出することで基金を運
営し、国内外で活動しているNPO法人や市民団体を支
援しています。2018年度は全国55団体へ寄付を行い、
設立からの累計支援団体数は390団体となりました。

 災害支援活動

　国内外での災害発生時に、緊急支援および復興支援
の活動を行っています。企業としての支援金・医薬品な
どの提供に加え、従業員による募金や久光製薬株式会
社ほっとハート倶楽部からの寄付を行い、災害支援活動
を実施しています。

■ 国内災害に対する義援金
　平成30年7月豪雨災害に対する支援のため、久光製
薬より300万円、久光製薬株式会社ほっとハート倶楽
部より200万円、総額500万円を寄付しました。また、
2018年9月の北海道胆振東部地震による被害の支援
のため、久光製薬より100万円、久光製薬株式会社ほっ
とハート倶楽部より100万円、総額200万円を寄付して
います。

■ インドネシアでの地震被災者に対する支援
　2018年7月から8月にかけて連続して発生したイン
ドネシア・ロンボク島地震、9月に発生したインドネシア・
スラウェシ島地震の被災者に対して、久光インドネシア
より医薬品等を救援物資として寄付しました。避難生
活による身体の疲れや痛みの軽減や、子どもの感染症
による発熱対策としてSalonpas®、Salonpas®-HOT、
ByeBye-FEVER®（7,000万ルピア相当）を、インドネシ
ア赤十字社を通じて支援しています。

 財団の支援

■ 公益財団法人 中冨健康科学振興財団
　当財団は、久光製薬前会長故中冨正義氏による私財
の提供および久光製薬株式会社からの創業140周年
を記念した資金提供により設立されました。健康増進に
関する科学研究助成を行うことにより国民の健康の維
持・増進を図り、活力ある豊かな経済社会の実現に寄与
することを目的として活動しています。
　2018年度は、研究助成、留学助成、学会・講演会の
開催に対する助成80件と、健康科学の発展に功績が
あった研究者に
対する中冨健康
科学振興賞2件
に対して総額1
億1,000万円を
助成しました。

■ 公益財団法人 中冨記念財団
　佐賀県製薬業の礎となったくすりに関する産業文化
を後世の人々に伝え、くすりの知識や歴史・文化を学べ
る場として1995年に設立された「中冨記念くすり博物
館」（佐賀県鳥栖市）を、2010年より当財団にて運営し
ています。佐賀県鳥栖市東部と基山町一帯で発展した
「田代売薬」に関する資料をはじめ、日本や世界のくす
りにまつわる歴史的な資料を展示し、2016年には展示
資料の一部が「佐賀県重要有形民俗文化財」に指定さ
れました。屋外には薬木薬草園を併設しています。
　また、青少年に
対する人材育成
を目的とした奨
学金助成事業も
行っています。
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 事業所周辺の清掃活動

　地域環境美化に貢献するため、事業所周辺の清掃活
動や地域自治体が主催する美化活動への参加を推進し
ています。工場周辺の定期的な清掃活動は、国内の工
場のみならずベトナムやイ
ンドネシアの工場でも取り
組んでおり、多くの従業員
が清掃活動に参加してい
ます。
　また、地域の美化活動に
も積極的に参加しており、
ごみ拾いや川の清掃活動
を通じて地域社会の環境
美化に努めています。

 NPO法人との協働

　当社環境クラブでは、地域の里山保全活動を行う
NPO法人の活動に賛同し、孟宗竹を伐採し森林の荒廃
を止めるための活動に参加しています。2015年より継
続的に活動しており、2018年度は20名の従業員が九
州本社近隣の里山の孟宗竹伐採と、薬木の植樹を行い
ました。
　2018年度の活動内容
　　  4月　新竹の駆除
　　  7月　下草駆り
　　10月　竹林の伐採
　　  2月　地ごしらえ　 　

　また、久光製薬株式会社ほっとハート倶楽部を通じ
て、環境保全に取り組んでいるNPO法人や市民団体を
支援しています。2018年度は3県5団体に寄付金を贈
呈し、環境保護活動に役立てられました。

VOICE

久光インドネシアでの
取り組み 
Product　Manager
Zulfadli

　久光インドネシアは1975年に
設立し、サロンパス　

®を中心に「貼
付剤による治療文化」の良さを啓

発してきました。
　インドネシア国内では、昨今の経済発展を背景とし
た健康志向の高まりやプラスチックごみによる環境汚
染など、様々な生活環境の変化が顕在化しています。
そのような中で、2018年5月に「サロンパス　

®の日」活
動の一環として、久光インドネシアの従業員と一般の
お客さまが一緒になって環境活動に取り組む登山イベ
ントを行いました。サロンパス　

®を貼りながらインドネシ
アの人気のスポットであるGede Pangrango山を登
り、「1つのゴールに向かって」等を合言葉にして登山
道でペットボトルなどのゴミの回収や清掃活動を行う
ことで、楽しみながら環境保護に対する意識を醸成し
ています。
　久光インドネシアでは、これからもサロンパス　

®を通
じて環境保護の啓発に努め、お客さまと共にブランド
を創ってまいります。

　企業市民として、環境保全活動にも積極的に
取り組んでいます。国内外の従業員が、事業所
周辺の清掃活動や地域の清掃活動へ参加した
り、環境保全に取り組むNPO法人と協働した
活動を行ったりすることで、環境への意識を高
めるとともに、持続可能な地域社会との共生を
図っています。

環境コミュニケーション

地域と協同した美化活動

登山イベント参加者の集合写真
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従業員とのかかわり

雇用
職場環境
労働安全衛生
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 多様な人材の活躍

　久光製薬は、企業の根幹が「人｣にあることを認識し、
事業活動を通じて従業員の能力発揮や自己実現を図る
ことが重要であると考えています。経歴や文化的背景、
ライフステージが異なる従業員それぞれの個性を尊重
し、多様な人材の活用を促進することで、今後の環境変
化に適応する企業体質の変革を推進しています。
　さらに、管理職研修をはじめ社内研修の場でも多様
な人材活用の重要性について啓発し、ダイバーシティの
理解を深めています。

 グローバル人材の育成

　グローバルな事業展開を行うために、海外拠点での
従業員採用を拡大しています。現地での採用後、人事異
動や研修を通じて、日本の文化や社員に対する理解を
深めることで、グローバルコミュニケーションを図ってい
ます。久光製薬グループにおける海外従業員比率は、
2019年2月現在41％となっています。
　また、海外での競争力を強化するため、グローバルに
活躍できる人材育成を推進しており、英語研修や異文
化コミュニケーション、マネジメントスキルなどの取得・
向上を目指した研修の機会を提供しています。2018年
度は、全従業員に対してTOEICの受検を支援する「グ
ローバルチャレンジ」制度を導入し、従業員の英語の自
己学習を支援するとともに、将来のグローバル人材の掘
り起こしをしています。

 女性活躍の推進

　企業の持続的な成長と企業競争力強化のために、女
性の活躍推進は欠かせないと考えています。男女を問
わず従業員それぞれがライフイベントに応じた働き方
を実現し、活躍し続けられる環境整備に取り組んでいま
す。結婚や出産・育児、介護等に関連する制度を導入し、
ライフイベントと仕事の両立をしやすい環境を整えると
ともに、管理職研修や階層別研修などの社内研修で両
立支援制度の周知を行うことで、多様な働き方に対す
る理解や意識の向上を図っています。
　また、女性管理職の育成にも努めており、2013年よ
りヒサミツ・ウィメンズ・リーダー（HWL）研修を実施して
います。各部門から推薦された従業員が、コミュニケー
ションやリーダーシップ、チームマネジメント、セルフマネ
ジメントやキャリアビジョンなどの知識やスキルを、研修
を通じて習得します。
　2018年度の当社における女性管理職比率は、
2013年度と比較して2.4％増加しており、その中で
HWL研修の受講者は10名にのぼっています。

HWL研修

　久光製薬は、行動指針において人種、国籍、
民族、性別、年齢、信条、宗教、障がい、疾病、
社会的身分による不当な差別やハラスメントを
排除することを定めています。全従業員でお互
いを認め、高めあう環境を作ることで、一人ひと
りが能力を最大限に発揮し、活躍し続けられる
組織づくりに努めています。

雇用

国内
59％

海外
41％

全従業員

2,792名
●久光製薬グループ
　国内・海外従業員比率

　2019年2月末現在
2.00%

2.60%

3.37%

3.07%

4.20%
4.40%

2013 2014 2015 2016 2017 2018（年度）

●女性管理職比率
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 障がい者雇用

　多様な人材活用の一環として、障がい者雇用を促進
しています。製造現場での軽作業だけではなく、企画部
門や研究所などにも雇用を拡げ、能力に応じて活躍で
きる業務の創出に努めています。
　また、多目的トイレの設置や段差の解消など職場環境
を整備するとともに、職場懇談会を定期的に開催して対
話の場を設け、働きやすい環境づくりに努めています。
今後も従業員の個性や能力に応じて活躍できる職場環
境づくりに積極的に取り組んでまいります。

 高年齢者雇用

　従業員が生涯生活設計を考え、充実したセカンドライ
フを送るためのきっかけづくりの場として、57歳を迎え
た従業員を対象に「ライフプラン研修」を実施していま
す。また、60歳の定年を迎えた社員を対象に再雇用制
度を設け、希望する社員を最長65歳まで雇用しており、
従業員が長期にわたり安心して就労できるよう、支援
体制を整えています。

 モラール・サーベイ（従業員満足度調査）

　従業員の満足度調査として、1998年からモラール・
サーベイを実施しています。組織の強みと課題を明らか
にし、活力溢れる職場にすることを目的としており、調
査結果は職場ごとにフィードバックし、マネジメントや職
場環境の改善に活用しています。また、全社的な研修の
教育カリキュラムにも結果を反映し、改善につなげてい
ます。

　2004年からは毎年11月に実施しており、継続的な
改善を図りながら従業員のモラール向上に努めてい
ます。

 研修制度

　企業という組織は、一人ひとりの能力と個性の集合
体であり、能力と個性を育成することが企業の発展に
結びつくものと考えています。当社は「人材は磨いて作
り上げるもの」という考え方のもと、長期的視点に立ち、
組織的および計画的な人材育成に取り組んでいます。
個々の成長レベルに応じた考え方・スキルを習得する階
層別、スキル別の研修などさまざまな研修を実施して成
長の機会を提供しています。また、自由な時間に学べる
通信教育制度を設け、業務のスキルアップやグローバ
ル化に必要な語学力の習得ができるよう自己研鑚の
支援を行っています。医薬情報担当者（MR）に対しては、
「MR認定試験」学習の支援を行うほか、最新の医薬情
報を医療関係者の方々へわかりやすくお伝えできるよ
うに、継続した教育研修を実施しています。

新入社員研修でのグループワーク

その他  階層別階層  ビジネススキル  テーマ別  職種別自己啓発

部長

課長

事業部
本部長以上
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職
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 3年目研修

 5年目研修

課長研修

新人フォローアップ研修
新人研修

新任管理職研修

 管理職研修

経営学研修

●研修制度
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 ライフイベントに関する制度

　さまざまなライフイベントを迎えた従業員が、男女問
わず継続して能力を発揮できるよう制度を整えていま
す。2012年度には、「次世代育成対策推進法」に基づ
き、子育てサポート企業と認定され、「くるみん」マークも
取得しています。

■ 社内保育園
　社内保育園「さくらさく保育園」を九州本社内に開設
しています。保育時間を勤務時間に合わせて午前7時か
ら午後8時までとしており、小学校に進学するまでの約
30名の園児が利用しています。事業所内に保育園を設
置することで、子育て中の従業員が安心して子どもを預
けることができ、仕事と育児を両立しやすい環境づくり
を推進しています。

さくらさく保育園

■ 産休・育休者能力アップ支援
　産休・育休者専用の情報サイトを設け、産休・育休者
同士や先輩社員との情報交換や育児・病気について24
時間電話相談ができるようにしています。また、職場復
帰講座などの通信教育も整え、仕事から離れることでの
スキル低下や、復職後の仕事と育児の両立に対する不
安を軽減できるよう努めています。
　2018年度中に復帰時期を迎えた育児休業取得者の
復職率は96％でした。

■ マタニティ制度
　妊娠中の従業員が、体調管理のための休暇を取得で
きる制度を設けています。

■ 保育料サポート制度
　育児サポートの一環として、会社が保育料の一部を
補助することで経済的負担を軽減し、早期復職を促す
制度を設けています。

 働き方改革への取り組み

　従業員が仕事とプライベートのバランスを取りなが
ら、活き活きと働くための制度を導入し、ワーク・ライフ・
バランスの実現に向けた取り組みを推進しています。
　時間外労働を減らすために、業務の見直しを図り労
働生産性を高めるとともに、上司が部下の勤務時間や
業務の進捗状況、健康状態を毎月確認し、必要な対応
を講じています。
　また、毎週水曜日に定時退社を促す「家族団らん・
自己啓発の日」や、有給休暇の取得を推奨する「家族
の絆を深める日」（誕生月を含め年2回）を定めるな
どして、職場環境の改善に取り組んでいます。2018
年度は、連続3営業日以上の有給休暇を取得する
「WAKUWAKU連続休暇」制度を新設し、心身ともに
健康で活力ある職場づくりを推進しています。

　久光製薬は、すべての従業員がそれぞれの力
を最大限発揮できるように、健康と安全に配
慮した働きやすい職場環境づくりに努めていま
す。男女問わず継続的なキャリア形成を実現す
るための制度や、仕事と生活にメリハリを持っ
て取り組めるよう、保養施設やスポーツ・文化
サークルの場を提供するとともに、福利厚生の
専門会社を利用し、国内各地でさまざまなサー
ビスを受けられるようにしています。

職場環境
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職場環境
 従業員の活動評価

　当社では、仕事に対する意欲の向上や自己の成長を
図るため、個人の成長度と会社に対する貢献度の二つ
の観点により一人ひとりを評価しています。
　評価期間のはじめに上司との面談をもとに明確な目
標を定め、期間終了後には振り返りと自己評価を行いま
す。その後、上司との面談を通じて達成度や改善点など
を確認することで、従業員の能力向上を図っています。
　また、目標管理だけではなく行動評価も加えた最終
評価が従業員への報酬に反映され、最終結果を従業員
にフィードバックすることで、仕事に対する達成感につ
なげています。

 福利厚生および制度

■ 保養施設
　当社は従業員の保養施設として、大分県由布市で
「湯布高原ヴィラ」を運営しています。この施設は九重
連峰を望む高台に位置し、宿泊施設と温泉、研修施設を
備えています。従業員や家族の保養のほか、社員研修で
も利用しています。

保養施設「湯布高原ヴィラ」

■ 独身寮・社宅
　本社、研究所のある地区には独身寮や社宅を備え、
住環境整備を行っています。それ以外の地区では、借上
社宅制度を設け、転居を伴う異動や単身赴任者の生活
不安を解消しています。

独身寮「隆正館」

■ 持ち家取得の援助
　従業員の住宅取得負担を軽減し資産形成を支援する
ため、従業員持ち家援助制度を設けています。

 久光製薬クラブ

　久光製薬には、従業員が相互の親睦を図り、福利厚
生活動の一環として運営する「久光製薬クラブ」があり、
当社は設備の整備や資金面での支援を行っています。
このクラブは、全国でスポーツ系から文化系まで100を
超えるクラブが活動しており、従業員は希望の部会に
参加し、共通の趣味や余暇活動を通じて年代や部門を
超えた交流を深めています。
　また、従業員の健康増進や社内交流を目的として
毎年体育行事および社員旅行を実施しており、勤務
日を調整するなどして参加しやすい環境づくりに努め
ています。

登山クラブの活動

VOICE

育児休業制度を利用して
基礎研究所  大橋 秀明
　第二子の出産を機に、1ヶ月間の育
児休業（育休）を取得しました。第二
子の出産後に長女の面倒を見る必要
があり、仕事と家庭の両立に悩んで
いたところ上長から育休取得の提案

があり、妻と話し合った結果、取得することに決めました。
　それからは育休に入るまでに完了させる仕事や引継ぎ
が必要な仕事を細かくチェックし、職場の同僚の協力を得
ることでスムーズに育休へ移行できるように準備しました。
育休中は長女の面倒を見つつ、掃除や洗濯、料理などの家
事全般を行いましたが、なかなか大変であり、あっという間
に1ヶ月が過ぎました。復帰後も妻をサポートするため、仕
事の優先度を考慮して効率化を図り、早く帰宅できるよう
に意識しています。
　最近は男性の育休がニュースや新聞で話題に取り上げ
られ、取得したいと考える男性も増えているようです。た
だ、大切なのは「取得すること」ではなく「取得して何をする
か」だと思います。子どもの出産を機に、家庭や仕事で何を
すべきかを考え、その上で育休が必要かどうか周囲の人々
と相談することが重要だと感じています。
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 管理体制

　労働安全衛生法に基づき、各事業所の人員規模や事
業内容に応じて安全衛生委員会および衛生委員会を
設置しています。統括安全衛生管掌をトップとして、安
全衛生委員長、総括安全衛生管理者、安全管理者、衛
生管理者、産業医を選任して、労働災害と健康被害の
防止に取り組んでいます。
　産業医・衛生部会委員・安全部会委員による職場巡
視を定期的に行い、安全衛生上の問題点を見出し、改
善につなげています。また、安全衛生委員会を毎月1回
開催し、健康被害防止対策や労働災害の原因・対策な
どの審議および情報共有を行い、全従業員が安全に安
心して働くことができる職場環境の形成を目指し、労使
一体となり活動を進めています。

安全衛生委員会

統括安全衛生管掌

安全衛生委員長

安全部会 衛生部会

事務局 事務局安全管理者 衛生管理者

事務局総括安全衛生管理者
産業医

安全部会部会長
安全部会副部会長

安全部会委員

衛生部会部会長
衛生部会副部会長

衛生部会委員

 作業環境の管理

　騒音、塵埃、照度など職場の作業環境を定期的に測
定し、環境基準を管理しています。また、安全衛生委員
による職場巡視を毎週実施し、安全衛生上の改善点等
についてチェックを行っています。特に、有機溶剤などを
取り扱う作業室では、有機溶剤作業主任者を選任し、健
康に影響を及ぼさないように作業環境の改善指導や、
保護具の管理指導を行っています。

 従業員の健康管理

　従業員の健康維持・増進は、当社における重要な経
営課題の一つであり、さまざまな施策を展開していま
す。労働安全衛生法に基づく年1回の一般健康診断お
よび生活習慣病検診の受診を徹底し、検診結果に即し
たフォローアップを行っています。そのほか、該当者への
特殊健康診断（有機溶剤取扱者、深夜作業者、じん肺）
を年2回実施し、従業員の健康管理を図っています。

■ ストレスチェックへの取り組み
　従業員が自身のストレス状態に気づき、セルフケアに
役立てられるよう、2016年より全社員を対象としたスト
レスチェックを行っています。2018年は99．7％の従業
員がストレスチェックを受検し、結果に応じて産業医によ
る面談を行いました。
　また、結果は部署ごとに集計・分析され、職場環境改
善に役立てられています。

■ インフルエンザ予防接種の実施
　従業員の健康維持への取り組みとして、インフルエン
ザ予防接種を推奨しており、各事業所での集団接種の
実施や接種費用の補助をしています。

　当社は、人々の健康に奉仕する医薬品企業と
して、先ずそこで働く従業員が健康な心と体を
持つことが大事だと考えています。そのため、従
業員の生活の質を向上させるとともに、より安
全で安心して働ける労働環境の整備と、関連す
る社内規定の充実に努めています。

労働安全衛生

※九州本社と宇都宮工場では、2019年12月の
ISO45001の認証取得を目指しています。



久
光
製
薬
の
C
S
R

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

お
客
さ
ま
と
の
か
か
わ
り

社
会
と
の
か
か
わ
り

従
業
員
と
の
か
か
わ
り

環
境
と
の
か
か
わ
り

経
済
と
の
か
か
わ
り

452019 HISAMITSU CSR REPORT

 産業医によるカウンセリング

　産業医による職場巡視を毎月行い、従業員の安全
面、衛生面に関する第三者評価を行っています。改善点
は管理者にフィードバックするとともに、従業員には直
接指導や面談を行っています。
　メンタルヘルス不調者には、随時産業医によるカウン
セリングを行い、フォローアップを行うとともに、休職者
には職場復帰プログラムを準備して円滑な復職ができ
るよう支援しています。

 労働災害の発生件数

　リスクアセスメントの実施により事故の未然防止に努
めるとともに、防災意識を高め、労働災害の削減に努め
ています。2018年度は12件の労働災害、3件の休業災
害が発生し、労働災害度数率は0.8％でした。（久光製
薬スプリングスの件数を除く）
　今後も労働災害ゼロを目標に、リスク低減活動に取
り組むとともに、従業員の安全意識向上に努めてまいり
ます。

 防災訓練

　全事業所で年2回、火災や地震に対する防災訓練を
実施しています。事業所ごとに環境の違いがあるため、
それぞれ起こりうる被害を具体化し、訓練に取り組んで
います。
　また、AED使用訓練や負傷者搬送、消火器訓練など
も行い、有事の際には速やかに対応ができるよう、それ
ぞれが対応手順を確認しています。
　訓練で明らかになった課題は事業所ごとに精査し、防
災対策の精度をさらに高めています。

東京本社でのAED講習

 車両運転の安全対策

　日常的に車の運転をすることが多いMRに、安全運転
に対する意識を高め、交通事故を防止するための取り
組みを推進しています。2018年度の営業車両による事
故は148件で、そのうち運転経験の浅い新人MRの事
故は25件の16.9％となりました。2016年度より営業
車両にテレマティクスを導入し、危険運転挙動を把握す
るとともに、社員の安全運転教育やエコドライブの意識
向上に取り組んでいます。また、衝突被害軽減ブレーキ
付の車両を導入し、事故の未然防止にも取り組んでい
ます。この衝突被害軽減ブレーキ付車両は、2021年ま
でに全車両での導入を目指しています。

　また、自動車による通勤が多い事業所では毎年交通
安全講習を行っており、交通安全意識の向上を図ってい
ます。2018年は、多くの従業員がバイク通勤をしてい
る久光インドネシアでも交通安全講習を行い、インドネ
シアにおける交通渋滞を考慮した内容で従業員の教育
を行い、安全運転に対する意識の醸成に努めています。

久光インドネシアでの交通安全講習

新人 新人以外

0

50

100

150

200
（件）

2015 2016 2017 （年度）

178

155

122

22％

78％

21％

79％

25％

75％

2018

148

17％

83％

●新人MR事故率
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2016年度 2017年度 2018年度

社員数
男性 1,174人 1,170人 1,168人 ※単体
女性 407人 425人 428人 ※単体
男女計 1,581人 1,595人 1,596人 ※単体

平均年齢 36.3歳 36.7歳 37.1歳
平均勤続年数 12.5年 12.9年 13.3年
女性管理職比率 3.07% 4.20% 4.40%
育児休業取得者数 28人 27人 34人
高齢者雇用率 2.86% 2.52% 2.50%
障がい者雇用率 2.06% 2.16% 1.86%
有給休暇取得率 52.0% 52.7% 61.70%
労働災害件数 40件 36件 25件
休業災害件数 3件 4件 3件
度数率 0.79% 1.06% 0.80%
国内従業員数 1,723人 1,732人 1,653人 ※連結
海外従業員数 1,028人 1,091人 1,139人 ※連結

新入社員数
男性 46人 47人 41人
女性 28人 32人 26人
男女計 74人 79人 67人

保育所利用家族数 34人 29人 26人
保育所利用園児数 39人 32人 28人

※労働災害件数に久光製薬スプリングスでの労働災害も含みました

●従業員データ　※2019年2月末時点

●福利厚生制度

制度名 内　容
結婚 結婚時勤務地申請制度 結婚時に配偶者との同居が可能となるような勤務地の希望を申請できる制度

出産
・
育児

育児休業 産後休業後、子が1歳6ヶ月に達するまで、または1歳に達した後の4月末までのうち、いず
れか長い期間（ただし事情により最長2歳まで）休業できる制度

マタニティ休暇制度 産前休業に入るまでの間、体調管理のための休暇を取得できる制度
産休・育休者能力アップ
支援制度 育児休業からスムーズに復職することを目的とした産休・育休者専用の情報共有サイト

保育料サポート制度 認可外保育所に入所している子が3歳になるまで、保育料の一部を補助する制度
育児短時間勤務 子が小学校3年生を終了するまでの間、1日最大2時間、勤務時間を短縮できる制度

子の看護休暇 小学校に進学するまでの子を持つ従業員が、子の疾患看護のために休暇を取得できる
制度

社内託児所 九州本社に開設している、事業所内保育施設（小学校に進学するまで利用可）

介護

介護休業 通算93日の範囲で、回数制限なく休業できる制度
介護短時間勤務 利用開始から3年の範囲で、1日最大2時間、勤務時間を短縮できる制度

介護休暇 要介護状態にある家族を介護する従業員が、介護や通院付き添いなどで休暇を取得
できる制度

雇用
定年後再雇用制度 65歳を上限に、定年に達した従業員を再雇用する制度
再雇用登録制度 育児や介護により退職する従業員が復職を望む場合、その希望を登録できる制度

生活
災害復旧及び疾病治療　　
資金貸し付け制度

居住する家屋または家財道具に被害が生じた場合、また本人を含む従業員家族に傷病が
生じた場合、復旧資金あるいは治療資金を貸し付ける制度

ボランティア休暇 ボランティア活動のための休暇制度

財形
持ち家援助制度 新規に持ち家を取得する従業員に、その費用を援助する制度

従業員持株会 社員の資産形成支援として、毎月の給与から自社株式を購入する制度
（購入資金に対して、奨励金の援助あり）

社会貢献 久光製薬株式会社
ほっとハート倶楽部 会員社員と会社が拠出する寄付金をもとに運営し、さまざまな社会貢献活動を行う
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環境管理
地球温暖化防止
環境負荷低減
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 環境方針

　地球温暖化防止や環境負荷低減などに関する環境方針を
定めて、環境保全活動を推進しています。
　エネルギー使用量の大きい生産機能を有する事業所（九州
本社・宇都宮工場）では、環境マネジメントシステムの国際規格
であるISO14001認証を取得しています。

 環境負荷の全体像

　久光製薬では、事業活動における資源の投入量（インプット）と、その活動に伴って発生した環境負荷物質（アウトプッ
ト）を把握することで、これらの削減に努め、環境負荷の低減を目指しています。

　全社員が環境保全の重要性を認識し、環境
面からも社会的課題の解決に取り組んでいま
す。研究開発から生産、販売プロセスが環境に
与える影響を評価し、バリューチェーンにおける
環境負荷低減に努め、豊かな地球環境の実現
を目指しています。今後も積極的な地球温暖化
防止への取り組みや商品を通じた環境保全活
動を推進していきます。

環境管理

▲ �環境カード

大 気

電 気

35,675MWｈ
（太陽光発電32MWｈ）

燃 料
重油
都市ガス
灯油
ガソリン

：
：
：
:

1,775kℓ
1,053千㎥
374kℓ

1,009kℓ

水

上水　　： 103千㎥
工業用水：64.3千㎥

CO　
２：26,373t

SOx ：     1.8t
NOx    ：4.3t
トルエン：0.2t

排 水

排水  ：90千㎥
BOD：11.6t
ＳＳ    ：  2.7t

廃棄物

一般および産廃：3,727t
トルエン 　   ： 0.04t
アセトニトリル：     3t

対象範囲 ： 久光製薬単体　　集計期間 ： 201●年3月～201●年2月

対象範囲 ： 久光製薬単体　　集計期間 ： 2018年3月～2019年2月

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ｔ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｔ

事
業
活
動

化学物質

トルエン　　　：3.8t
アセトニトリル：   3t

生産・物流 営業オフィス研究・開発

マテリアルバランス中のCO₂量は、スコープ１、２の値SOx ： 硫黄酸化物　NOx ： 窒素酸化物

電 気

35,242MWｈ
（太陽光発電35MWｈ）

燃 料
重　　油：2,034kℓ
都市ガス：1,104千㎥
灯　　油：824kℓ
ガソリン:1,035ｋℓ

水

上水　　：109,971㎥
工業用水：66,707㎥

大 気

CO　
２：28,313ｔ

SOx ：2,221㎏
NOx    ：5,454㎏
トルエン：170㎏

排 水

排  水：92,496㎥
BOD：11,688㎏
ＳＳ    ：3,959㎏

廃棄物

一般および産廃：●●●●ｔ
トルエン 　   ：81㎏
アセトニトリル：3,392㎏

ＩＮＰＵＴ ＯＵＴＰＵＴ

お客さま

原料・資材など

化学物質

トルエン　　　：3,482㎏
アセトニトリル：3,392㎏

生産・物流

営業

オフィス

研究・開発

マテリアルバランス中のCO₂量は、スコープ１、２の値。

SOx ： 酸化イオウ　
NOx ： 酸化窒素

１．省資源、省エネルギー、廃棄物削減を積極的かつ果敢に推進します。
２．原材料、機器、設備の購入にあたっては、環境への影響を十分に配慮します。
３．商品の開発、改良にあたっては、環境にやさしい商品づくりを目指します。
４．環境関連の法規、及び協定等を遵守するとともに、環境の汚染防止に努めます。
５．地域社会における環境保全活動に積極的に参画し、地球環境の保護に貢献します。
６．環境保全活動の成果を確実なものにするため、従業員の理解と認識を高める教育を行います。

●環境方針
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環境方針 環境目標 3年間の主な環境実績

省資源 省資源化につながる活動を推進する。

・�製品に使用するクロス材質見直しでPET使用量を224ｔ
削減した。
・�ボイラーで使用する冷却水を循環させ効率的な水使用を
推進した。
・書類の電子化、統合等によるペーパーレス化を推進した。

省エネルギー

九州本社および宇都宮工場のエネルギー原単位を
2015年度実績比に対して3％削減する。 ・2015年度実績比に対して3％増となった。

エネルギー利用に関して高効率化設備の導入を推進
する。

・�宇都宮工場での清原工業団地のスマートエネルギーセン
ター事業への参加（2019年9月稼動予定）。

九州本社および宇都宮工場に関連して発生するCO₂
を削減する。

・�製品輸送に関してモーダルシフト（陸送から海上輸送）を
推進し3年間で654ｔのCO₂排出量を削減した。

廃棄物削減 カイゼン活動のロス低減テーマに従い廃棄物を削減
する。

・�商品の製造ラインのトラブル防止、製造ロスを防ぎロス低
減を実施した。ロス低減活動における目標達成率は80%
以上を維持した。

グリーン調達 環境に配慮した原材料、建築資材および設備機器の
調達を推進する。

・事務用品のグリーン購入率は90%以上を維持した。
・�サプライヤーに対して環境に配慮した事業活動を行って
いるか調査を開始した。

環境関連の法規等の
遵守と環境汚染予防 環境測定データの自主基準違反ゼロを維持する。 ・環境測定データの自主基準違反ゼロを維持した。

環境にやさしい
商品づくり

新規商品の開発、製品の製造工程および仕様変更時
に環境への影響を配慮することにより環境にやさし
い商品づくりを推進する。

・研究開発段階で製品環境アセスメントを実施行した。
・�研究開発段階で製剤質量を削減するための製剤設計を行
い、さらに、製剤分析時間の短縮および人体への影響が
少ない試験法を作成した。

地域社会における
環境保全活動 地域社会における環境保全活動を実施する。

・�事業所周辺地域の美化作業の実施および自治体主催の
美化作業に参加した。
・� 「久光製薬株式会社ほっとハート倶楽部」を通じてNPO
法人等の環境団体へ寄付を行い環境および生物多様性
保全活動を実施した。

環境マネジメント
システムの継続的改善

環境マネジメントに関する運用の改善と効率化を推
進する。

・�ISO14001の2015年規格への移行を行い認証を受け
た。
・�マネジメントマニュアルの改訂、従業員への教育および内
部監査を実施しマネジメントの効率化を推進した。
・本業と目標の統合を推進した。

2016年度 2017年度 2018年度 平均

環境目標件数 112 118 106 112

達成件数 103 110 100 104.3

達成率 92% 93% 94% 93%

 3年間の環境目標達成率の推移

　2016～2018年度の3年間の環境目標に対する達成率は毎年1%上昇し、良好な傾向で推移しました。また、3年
間の平均目標達成率は93%でした。

 環境目的、環境実績（2016～2018年度）

　ISO14001を取得している九州本社・宇都宮工場では年度目標を設定し、その着実な推進を図っています。
　2016～2018年度の3年間の環境実績は、省資源、省エネルギーなど主要なテーマについておおむね目標を達成し
ました。今後も引き続き、結果を重視した活動を展開していきます。
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地球温暖化防止
　工場の稼働に必要な動力や照明、冷暖房などエネルギーの多くは、購入電力を使用しています。この電力の多くは、石
炭や石油などの化石燃料を燃焼させることで得られており、電力エネルギーの使用は、温室効果ガスの発生に直結してい
るといえます。
　事業活動に伴う温室効果ガスを最小限に抑えるために、エネルギーの効率的な利用を図り、地球温暖化防止に向けて
取り組みを進めています。

 CO₂排出量削減目標

　CO₂排出削減目標として、2021年度までの中期目
標を「2013年度比で21％ 削減」と設定しました。当社は

「日本製薬団体連合会の低炭素社会実行計画」に参加
しており、パリ協定での日本の中期目標である「2030
年度に2013年度比で26％削減」を鑑み、CO₂排出量
削減に努めていきます。

 二酸化炭素の排出

　省エネ設備の導入やエネルギーの効率的な利用を図
ることで、鳥栖工場を含む九州本社のCO₂排出量は前
年度比10％減少しました。筑波研究所でも灯油を燃料
とするボイラー機器をCO₂の排出が少ない機器に更新
することで8.3％削減し、久光製薬単体で5.8％のCO₂
の削減となりました。宇都宮工場では、生産量増加によ
りエネルギー使用量が増加したため、前年度比6.7％の
増加となりました。
　宇都宮工場では、省エネルギーとCO₂削減の取組み
として、「清原スマートエネルギーセンター」事業に参加
しています。複数の事業所の電気および熱の需要状況
をエネルギーセンターで集約し、効率的に供給すること
で約20％の省エネルギーおよびCO₂排出量の削減が
見込まれています。この事業は、2019年9月から運用
開始予定です。

 エネルギー使用量の推移

　2018年度は、生産量の増加と空調稼働時間の延長
に伴い、宇都宮工場でのエネルギー使用量が前年度比
4.1％増加しましたが、九州本社や筑波研究所では前年
度以下となり、全体では2.7％の減少となりました。
　エネルギー使用量の多い生産工場では、高効率設備
への更新をはじめ、生産ロスの削減、製造設備の集約な
どによりエネルギー使用量の削減に努めています。さら
に、夜間に蓄電することで日中の買電電力をピークカッ
トし、電力負荷平準化を図っています。
　また、各事業所でもこまめな消灯やエアコンの温度管
理を徹底し、全従業員が一体となって省エネを推進して
います。

 サプライチェーン排出量

　原材料調達・製造・物流・販売・廃棄等といった製造か
ら消費までの一連のプロセスにおいて温室効果ガスが
発生し、地球環境に影響を与えています。低炭素社会の
実現のために、自社だけではなくサプライチェーン全体
でのCO₂排出量削減が重要だと考えており、2015年
から環境省のガイドラインに従ってサプライチェーン全
体のCO₂排出量を算定しています。2018年度の排出
量は、前年度比7.9％の削減となりました。

●CO₂排出量

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

宇都宮工場 筑波研究所 東京本社 支店・営業所九州本社

ガソリン

（ t ）

2016
（年度）

2017

2018

16,678 6,934

239

3,123 3,094

15,029 7,008

229

3,057 2,682

13,564 7,167

242

2,802 2,598

30,068

28,005

26,373

392

3,240

325

2,769

244

2,404

宇都宮工場 筑波研究所 東京本社 支店・営業所九州本社

0 10 20 30 40 50 60
（万GJ）

2016
（年度）

2017

2018

54.2

52.8

51.4

29.7 13.7

5.6

0.5

4.7

28.4 14.3

5.6

0.5

4.0

26.7 14.9

5.3

0.5

4.0

●事業所別エネルギー使用量
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 車両・輸送の省エネ対策

　商品輸送と営業車両による環境負荷の低減に取り組
んでいます。
　営業車両については、順次ハイブリッド車両に切り替
えることでCO₂排出量と燃料使用量の削減に取り組ん
でおり、2019年2月現在、営業車両の51.5％がハイブ
リッド車となっています。また、エコドライブに関する教
育を行い、環境への配慮と交通安全を意識した運転の
定着に向けた取り組みを進めています。
　商品輸送の多くはトラック輸送を行っていますが、輸
送量の多い主要経路では、環境への負荷が少ない船
舶輸送に転換するモーダルシフトに取り組んでいます。
2018年度は、7,197tの商品輸送を船舶輸送に切り替
え、３７５tのCO₂削減となりました。今後も、積載効率の
向上や共同配送などに取り組み、船舶輸送に加え、鉄道
輸送も取り入れることで、更なるＣＯ₂削減に努めてまい
ります。

 海外工場のエネルギー使用量

　海外工場では、生産拡大に伴い電力や燃料などのエ
ネルギー使用量が増加する傾向にあります。省エネル
ギー技術の移転や更なる生産効率の改善を図ること
で、環境負荷低減に取り組んでいきます。

東京物流
センター
宇都宮工場

九州物流
センター
鳥栖工場

東京物流
センター
宇都宮工場

九州物流
センター
鳥栖工場

博
多
港

東
京
港

トラック

トラック

フェリー

トラック

モーダルシフト
切り替え前

モーダルシフト
切り替え後

●主要輸送経路における船舶へのモーダルシフト

2016年度 2017年度 2018年度

ノーベン
電力（MWh） 11,624 11,749 12,134
ガス（㎥） 484,003 1,079,870 637,245

久光ベトナム
電力（MWh） 2,659 2,643 3,446
ガス（㎥） 24,342 30,540 48,501
重油（ｋｌ） 0.3 0.2 1.8

久光
インドネシア

電力（MWh） 1,512 1,726 1,665
軽油（ｋｌ） 96 104 112

久光ブラジル
電力（MWh） 2,692 2,714 2,920
軽油（ｋｌ） 40.5 30.1 30.0

・ノーベン：2016年～2017年のガス使用量を訂正

●サプライチェーン排出量

カテゴリ 2018年度排出量 備考CO₂（ｔ） 比率
スコープ１ 直接排出 10,139 7.36% 算定範囲は久光製薬単体
スコープ２ 間接排出 16,234 11.78% 算定範囲は久光製薬単体

スコープ３

購入した製品・
サービス 64,960 47.13% 国内における原材料等の数量に排出原単位※を乗じて算出

資本財 6,730 4.88% 設備投資額に排出原単位※を乗じて算出
Scope1,2に
含まれない燃料及び
エネルギー関連活動

2,750 2.00% 購入電力量に排出原単位※を乗じて算出

輸送、配送（上流） 2,466 1.79% 1次原料メーカーの製造所から当社工場、当社工場から物流センター、
卸等までのトンキロに排出原単位を乗じて算出

事業活動から出る
廃棄物 2,447 1.79% 国内工場、研究所の産業廃棄物の種類別排出量に排出原単位※を乗じて

算出
出張 1,088 1.78% 出張日数に排出原単位※を乗じて算出
雇用者の通勤 251 0.18% 交通区分別の交通費支給額に排出原単位※を乗じて算出
リース資産（上流） － －

輸送、配送（下流） 36 0.03% 卸からの平均配送距離と数量からトンキロを算定し、排出原単位※を乗
じて算出

販売した製品の加工 － －
販売した製品の使用 － －
販売した製品の廃棄 30,736 22.30% 使用した原材料量に排出原単位※を乗じて算出
リース資産（下流） － －
フランチャイズ － －
投資 － －

※環境省｢サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.2.6)」に記載の値
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 水資源の保全

　事業活動を行う上で水資源は必要不可欠なものであり、限りある水資源を有効
に活用し、環境負荷を低減することは重要であると考えています。水使用量ならび
に排水量を適切に管理することで、水資源の保全を推進しています。
　2018年度は、前年度と比較して宇都宮工場で15％の増加となりましたが、九州
本社は生産設備に使用する冷却水を循環使用したり、空調設備で使用する冷水の
冷却方法を季節に応じて使い分けたりすることで使用量の削減に努め、8％使用量
を削減しました。
　排水時には、国や自治体が定める水質基準よりも厳しい自主基準を定め、水質
を確認した上で工場外に排水しています。ＣＯＤ※やｐH※などを常時監視し、有害
物質による影響を未然に防ぐよう取り組んでいます。

 廃棄物の削減

　全社で廃棄物を適切に分別し、再資源化や減量を行うことで廃棄物の削減に取り組んでいます。
　また、生産工程における廃棄物や使用後に廃棄物となる商品を減らすため、原材料の変更や商品包装の改良など
様々な取り組みを行っています。国内外の商品を問わず、パッケージサイズの縮小や薬袋サイズの縮小等の商品改良
をすることで省資源化を推進し、環境に配慮した商品づくりに努めています。

 リサイクルの推進

　製造過程で生じた生産ロス等はサーマルリサイクルし、セメント工場の熱源として利
用しています。焼却後の灰はセメントの混合材料としてマテリアルリサイクルすること
で、リサイクル率は99.8％となりました。また、輸送用の資材は分別収集し、古紙の原料
やクッション材として再利用するマテリアルリサイクルをしています。

（ t ）

2016年度 2017年度 2018年度
BOD※排出量 14.0 11.7 11.6
SS※排出量 4.0 4.0 2.7

※COD（化学的酸素要求量）：�水中の有機物が、酸化剤によって酸化されるときに必要
な酸素量を表した値

※ｐH（水素イオン濃度）：水の酸性、中性、アルカリ性を表す
※BOD（生物化学的酸素要求量）：�水中の微生物によって有機物が分解されるときに

消費される酸素量を表した値
※ＳＳ（浮遊物質）：水中に浮遊している直径2mm 以下の粒子状物質の量を示したもの

0
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50,000

100,000
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200,000
（トン）

110,072110,072 107,161107,161 109,971109,971

27,334

2015 2016 2017（年度）

24,111 35,693 43,197

24,152 23,510

■上水　■工業用水　■地下水（t）

2016 2017 2018（年度）

総排水量総利用量

0

50,000

100,000

150,000

200,000

167,006 83,255 176,678 92,496 176,242 89,782

83,255 92,496 89,782

167,006

83,255 89,782

176,678 176,242

92,496

●会社水使用量・排水量

●水質汚濁物質の管理

　生産活動による排出物や商品使用後の廃棄
物の問題など、事業活動による環境負荷を低減
することは、企業の大きな責任であると考えて
います。環境関連の法規制を遵守することはも
ちろん、自主的な目標の達成に向け、適切な資
源の利用と自然環境を維持する取り組みを進め
ていきます。

環境負荷低減

99.8％
●2018年度リサイクル率
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 大気汚染物質の管理

　ボイラーや自家発電機の稼働時に排出されるSOx（硫
黄酸化物）、NOx（窒素酸化物）は、大気汚染の原因となり
ます。当社は大気汚染防止法で定められる基準よりも厳し
い自主基準を設定し、これらの排出が基準値以下であるこ
とを確認しています。
　2018年度の大気汚染物質の排出量は、前年度と比べ
てSOxが20.8％減少、NOxが4.4％の減少となりました。

 特定化学物質の管理

　当社では、PRTR法※に基づいて化学物質を適切に管理
しています。届出対象となる化学物質はトルエンとアセト
ニトリルの2種類となり、2018年度の取扱量はトルエンが
3.8t、アセトニトリルが3tでした。今後も適正な利用と管
理に努め、環境中への排出量の削減に努めていきます。
※PRTR法：�特定の化学物質について、環境への排出量を把握し、国に

報告することを定めた法律

 緊急時対応訓練

　業務中での緊急事態や、地震・火災等の発生における
緊急事態を想定し、環境に与える影響の種類や範囲、深
刻度の評価を行っています。
　その評価に基づき、優先度の高い事態に対して対応計
画を策定し、年に１回以上の緊急時対応訓練を行うこと
で、環境や近隣への影響を最小限に留める体制を整えて
います。
　訓練を通じて初期対応や拡大防止策の手順を検証す
ることで、緊急事態に対する対応能力の向上を図ってい
ます。

 海外工場の環境負荷低減

　海外工場では生産数の増加に伴い、水使用
量、廃棄物数量が増加傾向にあります。
　当社海外工場においても国内工場と同様に、
従業員一人ひとりが環境に与える影響について
意識を高め、環境負荷を低減するよう取り組んで
います。
　久光ブラジルでは、廃棄物の分類を細分化
し、リサイクルする量を増やすことで前年度比
13.6％廃棄物を削減しました。

（ t ）

2016年度 2017年度 2018年度
SOx 2.0 2.2 1.8
NOx 5.2 4.5 4.3

●SOx・NOxの排出量　

（ t ）

物質名 トルエン アセトニトリル
取扱量 大気排出 廃棄処理 取扱量 大気排出 廃棄処理

2016年度 3.4 0.2 0.1 3.8 0.0 3.8
2017年度 3.5 0.2 0.08 3.4 0.0 3.4
2018年度 3.8 0.2 0.04 3.0 0.0 3.0

●PRTR法対象物質の取扱量　

部門 想定される緊急事態 対応設備等
QAQC-G 水素ガス漏れ 水素ガスボンベ、配管

ロジスティクス部
搬送時の液体原料漏れ －

危険物漏洩 危険物貯蔵タンク（PG）

環境管理課

液体廃棄物の漏洩 廃棄物集積所
工場排水層満水 工場排水槽
総合排水層満水 総合排水槽

燃料漏れ
自家発電設備
ボイラー

研究開発G

燃料漏れ ボイラー、自家発電設備
水素ガス漏れ 水素ガスボンベ、配管
危険物漏洩 危険物貯蔵施設
排気煙異常 ボイラー

鳥栖工場
危険物貯蔵災害 危険物貯蔵場所
危険物漏洩 危険物貯蔵タンク（GL）

宇都宮工場
保管及び移動中の

トラブル 廃棄物置場

燃料漏れ、運転異常、
大気汚染 ボイラー

●緊急事態対応計画一覧

2016年度 2017年度 2018年度

ノーベン
水使用量（㎥） 14,514 12,522 8,107
廃棄物排出量（ｔ） 103 103 483

久光ベトナム
水使用量（㎥） 25,491 36,197 43,784
廃棄物排出量（ｔ） 133 142 148

久光インドネシア
水使用量（㎥） 7,880 9,261 9,165
廃棄物排出量（ｔ） 17 36 45

久光ブラジル
水使用量（㎥） － 4,328 5,701
廃棄物排出量（ｔ） 258 242 209

※集計期間：2018年1月1日～12月31日
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 環境会計

　当社では、環境施策に関わる投資や費用を定量的に把握し、その効果を知るため、環境省「環境会計ガイドライン」を
参考に環境会計の集計を行っています。
　2018年度は、鳥栖工場において作業環境改善のための空調工事を行ったため、公害防止コストが増加しています。

対象範囲 ： 久光製薬単体　　集計期間 ： 2018年3月～2019年2月

分　類
2016年度 2017年度 2018年度

（千円） 前年比% （千円） 前年比% （千円） 前年比%
公害防止コスト 25,331 91 20,661 82 68,165 330
地球環境保全コスト 320,678 410 150,553 47 63,856 42
資源循環コスト 154,317 102 183,890 119 146,573 80
上・下活動コスト 14,290 100 14,340 100 16,170 113
管理活動コスト 59,208 108 61,918 105 60,797 98
社会活動コスト 12,934 95 8,156 63 4,940 61
環境損傷対応コスト 375 97 724 193 719 100
その他 1,660 208 0 0 0 84

合　　計 588,793 171 440,242 74 361,220 84
※上・下活動コストの集計方法を変更しました

分　類
環境負荷量 環境負荷増減量

2016年 2017年 2018年 2016年 2017年 2018年
エネルギー使用量 千GJ 542 529 515 2 −13 −14
CO₂排出量 t 30,068 28,005 26,792 −1,861 −2,063 −1,213
SOx排出量 t 2 2 2 0 0 −1
NOｘ排出量 t 5 5 4 −2 −1 0
水使用量 千㎥ 167 177 176 6 10 −1
排水量 千㎥ 83 92 90 16 9 −2
BOD排出量 t 14 12 12 −2 −2 0
廃棄物排出量 ｔ 4 4 4 0 0 0

●環境保全コスト

●環境保全効果

 久光製薬ミュージアムZEB認証

　2019年2月に、創立170周年事業の一環として当社九州本
社内に完成した「久光製薬ミュージアム」において、創エネルギーを
含めた省エネ率103％を達成し、佐賀県で初となる建築物省エネル
ギー性能表示制度（BELS：Building Energy-efficiency Labeling 
System）の最高ランク「☆☆☆☆☆」である「ZEB（Zero Energy 
Building）」認証を取得しました。
　屋根の断熱強化や空調設備等の省エネ化に加え、各種センサー
設置による設備機器の運転制御など、省エネ技術を適切に組み
合わせることで、高い省エネ率が可能となりました。また、創エネル
ギーとして太陽光発電を行っています。
　久光製薬ミュージアムでは、当社の歴史と伝統を後世に発信する
とともに、環境に配慮した取り組みを推進してまいります。
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経済とのかかわり

会社概要・連結業績推移
医療用医薬品
一般用医薬品
輸出商品・国外製造商品
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会社概要・連結業績推移

久光製薬技術諮詢（北京）有限公司久光製薬技術諮詢（北京）有限公司
ヒサミツ ユーケー 
リミテッド
ヒサミツ ユーケー 
リミテッド

久光製藥（香港）有限公司久光製藥（香港）有限公司

久光製葯（中国）有限公司久光製葯（中国）有限公司

マニラ支店マニラ支店

ヒサミツ 
イタリア S.r.l.
ヒサミツ 
イタリア S.r.l.

商 号 久光製薬株式会社
（HISAMITSU PHARMACEUTICAL CO., INC.）

創 業 1847年（弘化4年）
設 立 1944年（昭和19年）5月22日 
資 本 金 8,473百万円 
従業員数 2,792名（連結）・1,596名（単体）
代 表 者 代表取締役社長　中冨 一榮
本 社 九州本社（本店）、東京本社 

支 店
札幌支店、仙台支店、東京第一支店、東京第二
支店、名古屋支店、大阪支店、広島支店、福岡支店、
台北支店、シンガポール支店、マニラ支店

営 業 所 さいたま営業所、千葉営業所、横浜営業所、金沢
営業所、京都営業所、高松営業所 

工 場 宇都宮工場、鳥栖工場 
研 究 所 筑波研究所、鳥栖研究所

国 内
子 会 社

株式会社CRCCメディア（福岡県）
佐賀シティビジョン株式会社（佐賀県）
株式会社タイヨー（佐賀県）
久光エージェンシー株式会社（福岡県）

海 外
子 会 社

ヒサミツ ユーエス インコーポレイテッド（米国）
ヒサミツ アメリカ インコーポレイテッド（米国）
ノーベン ファーマシューティカルス（米国）
ヒサミツ ファルマセウティカ ド ブラジル 
リミターダ（ブラジル）
ヒサミツ ユーケー リミテッド（英国）
ヒサミツ イタリア S.r.l.（イタリア）
ヒサミツ ベトナム ファーマシューティカル 
カンパニーリミテッド（ベトナム）
久光製薬技術諮詢（北京）有限公司（中国）
久光製葯（中国）有限公司（中国）
久光製藥（香港）有限公司（中国）
PT. ヒサミツ ファルマ インドネシア

（インドネシア）他3社

（百万円）

2018年2月期実績 2019年2月期実績
売 上 高 148,466 143,408
売上原価 55,688 54,727
原 価 率 37.5％ 38.2％
販 管 費 65,836 66,401
販 売
促 進 費 13,227 13,283

広 告 費 10,987 13,089
研 究 費 15,076 13,032
そ の 他 26,545 26,995
営業利益 26,940 22,278
経常利益 28,245 24,647
親会社株主
に帰属する
当期純利益

19,119 19,204

（百万円）

科 目 2018年2月期
実績

2019年2月期
実績

資産の部
流動資産 190,065 193,569
固定資産 109,847 103,942
　有形固定資産 40,064 39,556
　無形固定資産 4,100 1,990
　投資その他の資産 65,683 62,394
資産合計 299,913 297,512
負債の部
流動負債 34,938 30,354
固定負債 19,747 18,996
負債合計 54,686 49,350
純資産の部
株主資本 216,021 222,189
その他の包括利益累計額 27,679 24,284
新株予約権 299 392
非支配株主持分 1,227 1,295
純資産合計 245,227 248,161
負債純資産合計 299,913 297,512

 会社概要　（2019年2月末現在）  連結損益計算書 

 連結貸借対照表 

●久光製薬グループ活動拠点
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 連結業績推移  配当金について
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●親会社株主に帰属する当期純利益

●地域別売上高構成比

●株主数の推移

●1株当たり配当金の推移／配当性向
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 第6期中期経営方針について 

　2017年4月、当社は第6期中期経営方針を発表しました。国内外の医薬事業に関わる社会環境の変化やSDGsなど
にみられるグローバルな健康課題への関心、さらに、国内でのGPIFの取り組みなど投資環境の変化や非財務側面の
重要性の高まりなど、第5期中期経営方針の前提条件が大きく変わってきました。当社は、久光製薬グループが推進す
べき取り組みの変化を考慮し、第6期中期経営方針の策定に至りました。
　本方針では、「営業活動」「研究開発活動」「生産活動」「その他の活動」という4つの領域で克服すべき具体的な課題
を掲げています。中でも「その他の活動」では、企業としてのあるべき基盤をさらにステップアップするため、これまで
CSR活動として取り組んできたことをより明確に示しました。

他社に先駆けて
有用性の高い貼付剤を
研究・開発する

世界中の人々に
久光製薬の貼付剤を

提供する

数量や種類に関わらず
高品質・低コスト・短時間で

貼付剤を製造する

「貼付剤」を基軸として、個別機能の強化に加え、一連の
サイクルを全体機能として素早く回すことで競争優位性を築く

Ⅰ

Ⅲ Ⅱ

Manufacturing

Research & Development

Sales & Delivery

【その他の活動】

� 業務効率化

� 人材育成の強化

� 久光グループにおけるESGの推進

【営業活動】
国内･一般用医薬品事業
� 新領域と既存領域での価値創出

国内･医療用医薬品事業
� 事業の最適化とその後の拡大

海外･一般用医薬品事業
� 拠点所在国と周辺国へのリソースの集中

海外･医療用医薬品事業
� アジア諸国への積極進出とNoven社の最適化

【生産活動】

� 高効率な生産体制の追求

� 製造品質･生産技術の向上

� 海外生産拠点の能力拡大

【研究開発活動】

� 既存品や競合品と明確に差別化した
貼付剤の研究･開発

� 久光グループにおける開発テーマの
一元化の推進

� 新規基盤技術の開拓

企業価値創出を目指した行動の実施と体制の整備

Ⅲ Ⅳ

Ⅰ Ⅱ

久光製薬の経営戦略

第6期中期経営方針の実行プラン
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「第6期中期経営方針」実行プラン 2018年度の取り組み

営
業
活
動

国内・一般用医薬品
事業

新領域への積極的な進出と活動
強化 ■「ブテナロック　

®Vα クリーム18g、液18mL」新発売
■「ブテナロック　

®除菌抗菌スプレー」新発売
■「サロンパス　

®」120枚入 新発売
■「のびのび　

®サロンシップ　
®Ｆα」新発売

■「のびのび　
®サロンシップ　

®Ｆ」新包装発売
■「フェイタス　

®Zα ジクサス　
®温感」新発売

■「アレグラ　®FX」56錠入 新発売

顧客視点での継続的な商品改良
の実施

国内・一般用医薬品市場内におけ
るプレゼンス向上

国内・医療用医薬品
事業

疼痛領域へのリソースの集中
■�経皮吸収型持続性疼痛治療剤「フェントス　

®テープ（HFT-
290）」の「0.5mg」新用量追加に関する承認事項一部変更
承認取得

■�経皮吸収型持続性疼痛治療剤『フェントス　
®テープ（HFT‐

290）』の「0.5㎎」新用量薬価基準収載および発売
■�HP-3000（経皮吸収型パーキンソン病治療剤）の国内販売

に関する契約締結
■�経皮吸収型 アレルギー性鼻炎治療剤「アレサガ　

®テープ
4mg、同8mg」新発売

ライセンス活動の強化

生産性の向上

海外・一般用医薬品
事業

サロンパス　
®のブランド価値最大化

■「Salonpas　
®」が一般用医薬品市場鎮痛消炎貼付剤カテゴ

リーにおいて販売シェア世界No.1ブランドに2年連続の認
定

■�経皮吸収型 過活動膀胱治療剤「OABLOK　
®PATCH」の台

湾における製造販売承認取得
■�Noven 社においてFDA Warning Letter 解除

自社貼付剤の上市と育薬

米国・アジアでの活動強化と現地
化の推進

海外・医療用医薬品
事業

アジア市場への本格的参入

日米における医療用医薬品の水平
展開

米国・ノーベンが持続的に利益を
創出できる体制の構築

研
究
開
発
活
動

既存品や競合品と明確に差別化した貼付剤の研究・開発
■�HP-3000（経皮吸収型パーキンソン病治療剤）の国内製造

販売承認申請
■�HP-5070（経皮吸収型原発性局所多汗症治療剤）の国内第

Ⅱ相臨床試験開始
■�経皮吸収型持続性疼痛治療剤「フェントス　

®テープ（HFT-
290）」のオピオイド鎮痛剤未使用患者に対する国内第Ⅲ相
臨床試験において、主要評価項目を達成

■�HP3070（経皮吸収型統合失調症治療剤）の米国FDAへの
新薬承認申請

久光グループにおける開発テーマの一元化の推進

新規基盤技術の開拓

生
産
活
動

高効率な生産体制の追求 ■製造工程、製品輸送方法及び空調機等の効率化
■電力・重油等のエネルギー使用量及び廃棄物削減
■廃棄物のリサイクル率９９％以上の維持
■環境にやさしい商品づくりによる環境負荷低減
■�工場・オフィスにおける省エネ活動によるＧＨＧ(温室効果ガ

ス)排出量の低減

製造品質・生産技術の向上

海外生産拠点の能力拡大

 「第6期中期経営方針」の実行プランと進捗 
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 対処すべき課題

　国内の医療用医薬品事業につきましては、高齢化が急
速に進行する中、後発品使用促進策の強化や長期収載品
の薬価追加引き下げなど、今後も医療費抑制策は継続さ
れることが予想されます。このような厳しい経営環境のも
と、当社は、医療機関への学術情報活動を一段と強化する
とともに、医療機関・患者さんのニーズに合致した新しい
局所性および全身性の医薬品開発を目指します。

　当社は、経皮吸収型貼付剤を中心として、医療機関へ
の適正かつ、きめ細やかな学術情報活動、すなわち有効
性・安全性に関する情報の提供・収集活動を展開すると
ともに、ケトプロフェン含有の経皮鎮痛消炎剤「モーラ
ス　
®テープ」、「モーラス　

®パップXR」、「モーラス　
®パップ」、

経皮吸収型エストラジオール製剤「エストラーナ　
®テー

プ」、鎮痛効果の高いフェンタニルクエン酸塩含有の経
皮吸収型持続性疼痛治療剤「フェントス　

®テープ」、オキ

シブチニン塩酸塩含有の経皮吸収型過活動膀胱治療
剤「ネオキシ　

®テープ」などの適正使用推進活動に努め
ました。
　2018年4月には、経皮吸収型アレルギー性鼻炎治療
剤「アレサガ　

®テープ」、2018年12月には、経皮吸収型
持続性疼痛治療剤「フェントス　

®テープ」の新用量
「0.5mg」の販売を開始しました。

（百万円）

2018年2月期
実績

2019年2月期
実績

フェントス　
®テープ 4,917 4,852

ノルスパン　
®テープ 2,079 2,060

ネオキシ　
®テープ 834 696

アブストラル®舌下錠 217 209

アレサガ　
®テープ − 230

モーラス　
®テープ群 49,552 41,929

モーラス　
®パップ群 8,399 7,447

その他 7,508 9,957

医療用医薬品計 73,509 67,384

アレサガ®テープネオキシ®テープエストラーナ®テープ

モーラス®パップモーラス®パップXRモーラス®テープ

医療用医薬品

●商品別売上高

主な商品
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 対処すべき課題

　国内の一般用医薬品事業につきましては、市場の低迷
が長期化し企業間競争が激化する中で、当社は、外用鎮
痛消炎剤の売上伸長を図るとともに、お客さまのニーズに
お応えできるよう既存商品の改良および新商品の開発を
行います。

　国内の一般用医薬品事業は、経皮鎮痛消炎剤などの
販売に加えて、新商品を投入し、新規顧客創造に努めま
した。
　2018年3月には、新容量の水虫・たむし治療薬「ブテ
ナロック　

®Vαクリーム18g、同液18ml」、2018年4月に
は、雑貨品の「ブテナロック　

®除菌抗菌スプレー」、〈冷
感〉経皮鎮痛消炎シップ剤「のびのび　

®サロンシップ　
®F

α」と経皮鎮痛消炎プラスター剤「サロンパス　
®120枚

入」、2018年5月には、新包装の〈冷感〉経皮鎮痛消炎
シップ剤「のびのび　

®サロンシップ　
®F」、2018年9月に

は、ジクロフェナクナトリウム配合温感テープ剤「フェイ
タス　

®Zαジクサス　
®温感、同温感大判」、2019年1月に

はアレルギー専用鼻炎薬「アレグラ®FX56錠」の販売を
開始しました。

（百万円）

2018年2月期
実績

2019年2月期
実績

サロンパス　
®群 10,719 11,289

サロンシップ　
®群 3,240 2,240

エアー　
®サロンパス　

®群 993 1,057

フェイタス　
®群 5,178 5,811

ブテナロック　
®群 1,568 1,672

アレグラ®FX 3,365 4,509

その他 1,799 1,948

一般用医薬品計 26,865 28,529

サロンパス®

エアー®サロンパス® 

フェイタス®Zαジクサス® 

ブテナロック®

のびのび®サロンシップ®

アレグラ®FX

一般用医薬品

●商品別売上高

主な商品
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（百万円）

2018年2月期
実績

2019年2月期
実績

モーラス　
®テープ群 183 186

その他 942 1,029
Minivelle® 7,628 6,098
Vivelle-Dot®群 4,839 4,190
CombiPatch®群 4,176 4,428
Brisdelle® −116 0
Daytrana® 3,170 2,520
Noven その他 687 43
医療用医薬品計 21,512 18,497

サロンパス　
®群 18,671 21,772

サロンシップ　
®群 1,433 1,173

エアー　
®サロンパス　

®群 722 732
その他 2,325 1,872
一般用薬品 計 23,154 25,550

 対処すべき課題

　国外の事業展開につきましては、知的財産、製造技
術および品質管理技術を含めた当社ブランドの確立を
図るとともに、国外生産工場の一層の充実と国外にお
ける臨床試験の促進を図ります。
　特にアメリカの医療用医薬品事業においては、ノー
ベン社を拠点とし、双方の得意な技術を融合させるこ
とで、研究開発の機能を高めるとともに製造を強化し
てまいります。

■ Salonpas®が3年連続で販売シェア世界No.1ブランドに認定
　ユーロモニター社より、「Salonpas®」がOTC医薬品(一般用医薬品)市場の
鎮痛消炎貼付剤カテゴリーにおいて、2016年から3年連続で販売シェア世界
No.1ブランドの認定を受けました。また、同カテゴリーにおいて「久光製薬｣が
2年連続で販売シェア世界No.１企業の認定を受け、2019年5月17日に認定
証を授与されました。

　サロンパス®ブランドは国外においても積極的な販売
促進活動を展開し、アメリカのOTC医薬品(一般用医薬
品)市場の鎮痛消炎貼付剤市場における販売額シェア 

1位(2018年１月から2018年12月 累計販売金額)を獲得
しています(Information Resources, Inc.)。

輸出商品・国外製造商品

●商品別売上高

ByeBye-FEVER® Minivelle® MOHRUSRPATCH Daytrana®

SALONPASR Salonpas® LIDOCAINE 
Pain Relieving Gel-Patch

SalonpasR
Pain Relieving Patch

SalonpasRPain Relief Patch 

主な商品
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第三者意見

　ESG推進を発表した第6期中期経営方針の3年目に当
たる本年においては、過去2年間を振り返りながら、この
動きをより具体化し深耕する1年にして頂ければと思いま
す。中冨会長、中冨社長もCSR報告書の冒頭で、統合的な
ESG推進のための組織の整備と基本情報の精査に言及さ
れておられ、ますます久光製薬の社会責任領域の動きが
加速するものと期待しております。
　本第三者意見では過去1年間における新たな取り組み、
あるいは前年度と比較して改善した点を中心に評価をさ
せて頂きたいと思います。
　まず昨年に引き続き、グローバルCSRの実態が取り上げ
られております。本年は医療関連市場の伸長著しい中国
における久光現地法人に焦点が当たっており、現地社員
のCSRへの意識が報告されております。中国では製造拠
点こそありませんが、現地の人材を雇用し、製品販売を通
じた現地市民のQOL向上を使命としながら、スポーツ振
興や健康啓発活動、さらには現地人材のキャリアアップ支
援などの活動にも力を入れていることは評価できます。ま
た上海地区最大級の薬局チェーンであるSinopharm社代
表を訪問し医薬流通側の要望をヒアリングしたことは、久
光の標榜するステークホールダー・エンゲージメントが良
く出ている活動であると思います。現地企業とも協力しつ
つ、CSR活動を共有・推進していこうという姿勢は評価し
たいと思います。海外と日本の売上比率を半々にするとい
う目標を掲げる久光製薬は、今後もグローバルでの協力
関係を模索しながら、久光製薬の理念とそれに裏打ちさ
れたCSR活動を展開し、世界で評価される企業になって頂
きたいと切に願います。
　来年の東京2020オリンピック・パラリンピックのオフィ
シャルパートナーである久光製薬は、同競技大会組織委
員会に会社を代表して3名の方を出向させています。彼ら
のインタビュー内容からは、組織の外に出向されたこと
で、あらゆる人の集まる場における利害調整の難しさ、人
権・多様性・安全性・持続可能性への配慮等、身をもって
経験されておられます。これは久光社内でのCSRへの取
り組みと相通じる課題でありテーマでもあります。東京
2020組織委員会に参加された中堅の方々は、特に近い将
来、久光内でのCSR活動のさらなる推進に貢献して下さる
ことを期待しております。同時にスポーツを通じて社会貢
献を積み重ねてきた久光製薬の方向性とも合致し、これ

をバネにさらなるスポーツCSR活動を加速して頂きたいと
思います。
　久光製薬はグループを挙げてESG推進を目指していま
すが、中でも特にE(環境)に関わる環境マネジメントシステ
ムISO45001と、S(社会)に関わる労働安全衛生マネジメ
ントシステムISO45001の統合認証を目指し、活動を行っ
ていると聞いております。この統合認証が実現すれば、久
光製薬の言うEHS(Environment, Health, and Safety)
の社内的管理活動がさらにシステマティックになることが
期待できます。
　また久光製薬の技術的強みであるTDDS(Transdermal 
Drug Delivery System：経皮薬物送達システム) をさら
に深耕させ創薬を行いつつ、モーラスRパップやのびのびR
サロンシップRなどの改良薬も新たに販売しており、引き続
き顧客との関わりを企業活動の中心に据えていることは
良いことです。あわせて「久光製薬安全性情報」を年1～
2回の頻度で発行しておられますが、実際に薬剤を処方す
る現場への情報ディスクロージャーはさらにタイムリーに
行っていって頂きたいと思います。
　従業員との関わりでは、グローバル人材の育成に引き
続き励まれるとともに、女性活躍の場をさらに増やすな
どの努力は評価できます。特にワークライフバランスは
ESGのSの重要な項目の一つであり、上昇傾向にある有
給取得率の更なる向上努力を進めて頂きたいと思います
(WAKUWAKU連続休暇制度)。
　環境(E)との関わりにおいては、トータルで見たエネル
ギー使用量・CO2排出量ともに減少傾向にあります。工程
の改善、スマートエネルギーの利用、サプライチェーンの改
善は、「カイゼンに終わりはない」という気概を持って、さ
らにこれを進めていくことを期待いたします。また同社の
歴史と伝統を発信する目的のもと2019年に完成した「久
光製薬ミュージアム」という象徴的な建築物において、先
端的省エネ技術を駆使し、佐賀県で初めてという建築物
省エネ制度の最高ランク評価を獲得できたことは、久光
製薬の姿勢を社内外に示す象徴的モニュメントとして非
常に意味があると思います。
　昨今日本政府も、「ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)が創
出する市場・雇用を取り込みつつ、国内外のＳＤＧｓを同
時に達成し、日本経済の持続的な成長につなげていく」（1）

と言う目標を掲げ、社会を先導しております。さらには最
近ではROESG(2)という指標を使って、企業の資本効率の
みならず社会への貢献度を合わせた指標で企業をランキ
ングする動きもあり、ますます企業の社会への責任活動
が企業経営上重要性を増しています。この分野への取り組
みで企業の真価が問われる時代となってきました。ESGも
含め、CSRの深耕はまさに企業経営にとって待ったなしに
なる中、久光製薬への期待は高まっていくでしょう。

慶應義塾大学大学院
ビジネススクール教授

小林 喜一郎

(1)「持続可能な開発目標」（SDGｓ）について：SDGｓを通じて、豊かで活力ある未来を創る、外務省、平成31年1月
(2)「企業の持続性重視へ新指標」、日本経済新聞、2019年8月12日1面及び3面

→ROESGは伊藤邦雄・一橋大学特任教授の提起した考え方で、ROEとESGスコアの合成指標。
　企業の資本効率性と社会・環境・ガバナンスへの取り組みを総合的に評価する指標。
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PT. サロンパス・インドネシア設立（インドネシア）

ヒサミツ ファルマセウティカ ド ブラジル
 リミターダ設立（ブラジル）

ヒサミツ ユーケー リミテッド設立（イギリス）

ノーベン ファーマシューティカルス買収（アメリカ）

久光製薬技術諮詢（北京）有限公司設立（中国）

ヒサミツ ユーエス インコーポレイテッド
設立（アメリカ）

「朝日万金膏 
Ⓡ」発売

「サロンパス 
Ⓡ」発売

「エアー Ⓡサロンパス 
Ⓡ」発売

「サロンシップ 
Ⓡ」発売

「エストラーナ 
Ⓡテープ」

発売

「ツロブテロールテープ「HMT」」発売

KEPLAT Ⓡ（ケプラット 
Ⓡ）発売

「Fentanyl Transdermal System」発売（アメリカ）
「フェントス 

Ⓡテープ」発売

「モーラス 
ⓇパップXR」発売

「ノルスパン 
Ⓡテープ」発売

「MinivelleⓇ　」発売

「アレグラⓇ
　FX」発売

中冨博隆社長就任

中冨博隆会長就任
中冨一榮社長就任

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
オフィシャルパートナー（外用鎮痛消炎剤）決定

久光製藥（香港）有限公司設立

久光製葯（中国）有限公司設立

ヒサミツ ル セウテ カドブラジル

ヒサミツ アメリカ インコーポレイテッド設立（アメリカ）
宇都宮工場竣工

「モーラス 
Ⓡ」発売

2000（平成12年）

2002（平成14年）

2011（平成23年）

2012（平成24年）

2013（平成25年）

2003（平成15年）

2010（平成22年）

「サロンパス 
Ⓡ」

日米同時発売

2015（平成27年）

「アレサガ 
Ⓡテープ」発売2018（平成30年）

ヒサミツ イタリア S.r.l.設立（イタリア）

久光製薬ミュージアム
竣工

2019（平成31年）
　　  （令和1年）

2017（平成29年）

2005（平成17年）

「サロンパスⓇ 
ペインリリーフパッチ」
FDA承認取得（アメリカ）2008（平成20年）

2009（平成21年）

2006（平成18年）

1847（弘化 4 年）

1871（明治 4 年）

1903（明治36年）

1934（昭和 9 年）

1907（明治40年）

1951（昭和26年）

久光兄弟合名会社が中心となり、
統制会社三養基製薬株式会社を設立 1944（昭和19年）

1957（昭和32年）

久光製薬股份有限公司設立（台湾）
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1962（昭和37年）

1963（昭和38年）

1965（昭和40年）

1971（昭和46年） 

1972（昭和47年）
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1986（昭和61年）

1981（昭和56年）

1987（昭和62年）

1988（昭和63年）
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（中冨三郎 旧姓久光三郎）

ケイテイ

久光兄弟株式会社設立（中冨正義）

筑波研究所竣工

ヒサミツ ベトナム ファーマシューティカル
 カンパニーリミテッド設立（ベトナム）

久光カリフォルニア研究所設立（アメリカ）

「モーラス 
Ⓡテープ」発売

「ライフセラ フェイスマスク 
Ⓡ」発売

サミ ベトナム シ カル

1990（平成 2 年）

1995（平成 7 年）

1994（平成 6 年）

1997（平成 9 年）

「ブテナロック 
Ⓡ」発売 「フェイタス 

Ⓡ」発売

「ネオキシ 
Ⓡテープ」発売
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本報告書は、地球にやさしい植物油インキと
管理された森林からのパルプを原材料に含む
紙を使用しています。
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